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では、色とりどりの手まりができあがっていました。（11月12日撮影）

広報 平成21年（2009年）

12
12月１日発行 №59



2
広報 

3 2009.12.1発行

▲淡路人形浄瑠璃に焦点を当てた全体討論

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
！

　

市
教
委
は
こ
の
ほ
ど
、石
仏
１

体
と
五
輪
塔
２
基
を
市
指
定
有
形

文
化
財
に
新
た
に
指
定
し
、10
月

29
日
、市
役
所
西
淡
庁
舎
で
指
定

書
の
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

指
定
を
受
け
た「
清
浄
寺
阿
弥
陀

石
仏（
倭
文
）」は
、蓮
花
座
の
様
式

か
ら
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
さ
れ
、力

強
く
写
実
感
あ
ふ
れ
る
石
造
彫
刻

と
し
て
、貴
重
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
古
森
家
石
造
五
輪
塔

（
賀
集
）」は
、石
造
美
術
の
全
盛

期
で
あ
る
南
北
朝
時
代
の
建
造
物

と
さ
れ
、地
元
産
の
和
泉
砂
岩
で

「
だ
ん
じ
り
唄
コ
ン
ク
ー
ル
」「
地

域
の
国
際
化
」「
地
場
産
業
の
酒
造
」

「
初
盆
行
事
」な
ど
、独
自
に
実
地

調
査
し
た
研
究
内
容
を
パ
ネ
ル
に

展
示
。来
場
者
に
説
明
し
た
り
質

問
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
連
携
研
究
は
、専
門
家

を
養
成
し
て
い
る
大
学
に
も
、地
域

活
性
を
図
る
市
に
と
っ
て
も
意
義

深
い
も
の
と
し
て
、開
催
に
際
し
、

神
戸
大
学
の
水
田
恭
平
研
究
科
長

は
、「
当
地
の
蓄
積
さ
れ
た
文
化
情

報
を
い
か
に
読
み
解
く
か
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
場
を
も
ら
っ
て
い
る
」と

話
し
、中
田
市
長
は
、「
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
が
、地
域
の
宝
と
し
て
誇

り
に
思
う
気
運
が
さ
ら
に
高
ま

り
、地
域
の
方
向
性
へ
の
期
待
も
膨

ら
む
」と
話
し
ま
し
た
。

　

市
と
６
月
に
地
域
連
携
協
定
を

結
ん
だ
神
戸
大
学
大
学
院
国
際
文

化
学
研
究
科
の
主
催
す
る「
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
11
月
14
日
、三

原
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
に
焦
点
を
当

て「
南
淡
路
に
お
け
る
民
俗
芸
能

の
展
開
」と
題
し
て
、国
内
外
の
専

門
家
に
よ
る
講
演
と
全
体
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ネ
ル
大
学（
米
国
）や
国
立

民
族
学
博
物
館
の
研
究
者
が
招
か

れ
、同
研
究
科
の
講
師
陣
と
、海
外

の
視
点
か
ら
や
、芸
能
伝
承
の
観

点
、ま
た
、人
形
の
機
能
や
意
味
な

ど
、様
々
な
角
度
か
ら
学
問
的
な

考
察
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

会
場
入
口
で
は
、大
学
院
生
が
、

こ
の
夏
、市
内
に
数
日
滞
在
し
て
、

作
ら
れ
た
島
内
最
古
の
石
造
品
と

し
て
、学
術
上
の
価
値
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
神
本
寺
石
造
五
輪
塔

（
榎
列
）」は
、建
立
当
時
の
鎌
倉
様

式
の
姿
を
現
在
に
残
し
て
お
り
、他
の

石
造
五
輪
に
は
見
ら
れ
な
い
火
輪
・

地
輪
の
２
か
所
に
彫
ら
れ
た
奉ほ
う

籠ろ
う

孔こ
う

や
不
整
形
な
地
輪
の
特
異
な
様
式

市
指
定
文
化
財
に
３
件
指
定

▲整備された「福井自治会コミュニティ広場」

宝
く
じ
収
益
を
利
用

福
井
自
治
会 「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
」を
整
備

技
能
功
労
者
表
彰

　

福
井
自
治
会
が
、
宝
く
じ
収
益

を
財
源
と
し
た
㈶
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」を
活
用
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場
を
整
備
し
ま
し
た
。
10
月
27

日
に
は
、
同
広
場
の
完
成
を
祝
っ

て
地
元
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
和
や
か
に

ニ
テ
ィ
広
場
が
整
備
さ
れ
、
広
場

を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
、
さ
ら
に
地

域
の
活
性
化
・
住
民
交
流
を
促
し

た
い
。
ま
た
、
非
常
時
の
避
難
場

久
米　

理
資（
広
田
、理
容
師
）

阿
部　

忠
彦（
阿
万
、左
官
）

中
原　

省
治（
神
代
、電
気
工
事
士
）

槌
賀　
　

繁（
福
良
、電
気
工
事
士
）

道
上　

永
久（
津
井
、製
瓦
職
）

村
上　

博
明（
福
良
、製
麺
職
）

進
藤　

利
已（
湊
、自
動
車
整
備
士
）

丹
羽　
　

實（
榎
列
、建
具
職
）

平
川　
　

光（
志
知
、理
容
師
）

上
田　

雅
博（
市
、大
工
）

戎
本　
　

剛（
灘
、大
工
）

宮
下　

孝
司（
市
、大
工
）

西
村　

光
司（
榎
列
、建
具
職
）

　

永
年
優
れ
た
技
能
で
、地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
た
21
人
の

方
々
に
11
月
23
日
、「
南
あ
わ
じ
市

技
能
功
労
者
表
彰
」が
贈
ら
れ
ま

し
た
。（
年
齢
順
、敬
称
略
）

出
口　
　

巖（
八
木
、建
具
職
）

野
上　

幸
子（
神
代
、美
容
師
）

　

堤　
　

章（
津
井
、製
瓦
職
）

黒
田　

幸
彦（
福
良
、自
動
車
整
備
士
）

山
口
あ
け
み（
市
、美
容
師
）

土
居　
　

章（
倭
文
、塗
装
業
）

本
田　

英
夫（
広
田
、旋
盤
工
）

木
本　

勝
治（
阿
万
、自
動
車
整
備
工
）

所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
よ

り
一
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展

と
地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
つ
な

げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

助
成
事
業
で
は
、
同
広
場
の
整

地
、
照
明
器
具
や
用
具
倉
庫
、
ベ

ン
チ
の
設
置
の
ほ
か
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
用
具
な
ど
の
備
品
の
購

入
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
池
功
自
治
会
長
は
、「
コ
ミ
ュ

▲コミュニティ広場内
に設置された看板

市政ひろば

所
有
者
に
指
定
書
を
交
付

（左）清浄寺阿弥陀石仏（中央）古森家石造五輪塔
（右）神本寺石造五輪塔、いずれも９月15日に指定

地
産
地
消
、ゆ
め
る
ん
子
育
て
元
気
米
支
援
事
業
！

　
「
お
米
を
食
べ
よ
う
市
民
運
動
」

を
展
開
し
て
い
る
市
で
は
、「
日
本

型
食
生
活
の
大
切
さ
」「
地
産
地

消
と
米
の
消
費
拡
大
」「
子
育
て
支▲優秀標語表彰式で市長賞を受けた

済藤綾城くん親子（11月３日）
援
」を
目
的
に
11
月
、市
内
の
小
学

生
が
い
る
家
庭（
２
１
２
７
世
帯
）

に
南
あ
わ
じ
産
こ
し
ひ
か
り
１
袋

10
㎏
を
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、朝
食
を
食
べ
な
い
子

や
偏
食
な
ど
、食
の
乱
れ
が
子
ど
も

の
心
身
の
健
康
や
発
育
、学
業
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
る
な
か
、

家
庭
や
子
ど
も
た
ち
に
、食
に
対
す

る
正
し
い
理
解
や
、地
元
農
業
と
そ

の
食
材
の
す
ば
ら
し
さ
を
、食
卓
を

囲
ん
だ
団
ら
ん
の
な
か
で
話
し
合
っ

て
考
え
て
も
ら
お
う
と
、Ｊ
Ａ
あ
わ

じ
島
や
市
内
各
学
校
の
協
力
を
得
て

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　　（11月１６日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 232件 32,195,219円

市外（島内） 30件 1,956,000円

市外（島外） 129件 11,854,940円

合計 391件 46,006,159円

詳細は市のホームページで掲載しています

ふ
る
さ
と
納
税

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

か
ら
、

高
い
評

価
を
受

け
ま
し

た
。

▲塚本教育長から
指定書を受け取る
文化財の所有者

　

そ
こ
で
、
島
内
３
市
消
防
団
で

構
成
す
る
淡
路
地
区
消
防
協
議
会

は
、従
業
員
が
消
防
団
活
動
に
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る

事
業
所
を「
消
防
団
協
力
事
業
所
」

と
し
て
認
定
し
、「
表
示
証
」を
交
付

す
る
制
度
を
開
始
。市
内
で
は
、次

の
３
事
業
所
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

◆
三
洋
エ
ナ
ジ
ー
南
淡
㈱　

◆
あ
わ
じ
島
農
業
協
同
組
合

◆
㈱
森
長
組

　

な
お
、地
域
防
災
力
向
上
に
社
会

貢
献
す
る
こ
の
制
度
へ
賛
同
さ
れ
る

事
業
所
等
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
防
災
課
☎
43
・
５
０
０
６

下
水
道
、早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

用
可
能
と
な
る
地
域
の
方
々
に
随

時
、公
会
堂
等
で
の
説
明
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
排
水
設
備
指
定
工
事

店
」や「
早
期
接
続
者
奨
励
金
制

度
」、「
受
益
者
負
担
金
」、「
下
水
道

料
金
」な
ど
、接
続
に
関
す
る
こ
と

は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。な
お
、宅
内
排
水
か
ら
公

共
ま
す
ま
で
の「
工
事
見
積
り
・
設

計
」は
、排
水
設
備
指
定
工
事
店
へ

の
ご
相
談
と
な
り
ま
す
。

問
下
水
道
加
入
促
進
課

　

☎
50
・
３
０
４
１

　

市
で
は
、「
下
水
道
の
し
お
り
」

な
ど
を
作
成
し
て
、下
水
道
が
使

消
防
団
協
力
事
業
所
に
表
示
証

　

地
域
の
消
防
団
員
の
大
半
が
、被

雇
用
者
と
い
う
状
況
の
中
、災
害
時

の
消
防
団
活
動
で
は
、勤
め
先
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

▲共用開始事前説明会(10月27日、福良
小学校）

▲10月28日、淡路消防ビルで表示証の
伝達式が行われました

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

配
布
し
た
米
袋
に
は
、小
学
生

か
ら
募
集
し
、入
選
し
た
標
語（
広

報
10
月
号
で
紹
介
）も
掲
載
し
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、子
ど
も
た
ち
に「
お
米

を
食
べ
よ
う
市
民
運
動
」に
関
す

る
作
文
を
募
集
し
ま
す
。▲学校を通じて「お米

引き換え券」を各家庭
に配布して農協各支所
で米袋を手渡しました

▲院生８人が各自の研究内容をパネル横で説明
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先
般
、南
あ
わ
じ
市
議
会
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
議
会
に
お
け
る
人

事
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。ご
就
任

さ
れ
ま
し
た
川
上
命
議
長
、小
島
一

副
議
長
を
は
じ
め
各
委
員
会
の
議

員
の
皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。合
併
後
２
度
目
の
選
挙
で
選
ば

れ
た
議
会
議
員
で
あ
り
、定
数
20
人

で
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
長
同
様
、議
員
の
皆
様
へ
の
市

民
の
期
待
は
非
常
に
大
き
く
、い
か

に
市
民
の
声
を
集
約
し
市
政
に
反
映

さ
せ
て
い
く
か
、市
の
中
長
期
的
政

策
の
実
現
や
財
政
的
課
題
解
決
の
た

め
議
論
を
重
ね
苦
渋
の
英
断
を
下
し

て
い
く
か
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

民
主
党
政
権
に
変
わ
り
、政
治

主
導
の
名
の
下
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方

式
に
よ
る
政
策
展
開
が
繰
り
返
さ

れ
て
お
り
ま
す
。本
市
に
お
い
て
も

少
子
対
策
や
三
原
川
水
系
河
川
整

備
計
画
な
ど
、新
政
権
の
動
向
を
見

極
め
素
早
く
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。末
端
地
方
公
共

団
体
と
し
て
の
誇
り
や
心
意
気
を

持
ち
な
が
ら
、独
自
性
を
伸
ば
し
、

効
率
的
な
行
政
経
営
を
行
う
べ
く

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、構
造
的
課
題
で
あ
る
少

子
高
齢
化
や
各
種
産
業
の
厳
し
い

経
営
環
境
、財
政
状
況
の
改
善
の

た
め
、新
し
い
考
え
方
の
導
入
や

自
主
的
な
行
動
に
よ
る
新
展
開
を

模
索
し
成
果
を
上
げ
る
た
め
、議

員
の
皆
様
と
将
来
を
見
据
え
た
論

議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
も
、公
共

施
設
等
検
討
委
員
会
の
答
申
を
尊

重
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。専

門
家
に
も
入
っ
て
い
た
だ
き
、２
年

４
か
月
で
15
回
も
の
協
議
を
い
た

だ
い
た
、各
種
団
体
代
表
20
人
の
委

員
会
に
よ
る
答
申
で
は
、小
学
校
区

を
基
本
区
域
と
し
た
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー（
仮
称
）設
置
に
よ
る
基
本

的
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
並
び
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
醸
成
等
を

基
盤
と
し
、中
央
庁
舎
周
辺
で
の

新
庁
舎
建
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

利
便
性
や
災
害
時
の
体
制
、経
費

削
減
や
国
の
支
援
な
ど
を
熟
慮
し
、

検
討
を
積
み
重
ね
踏
み
込
ん
だ
議
論

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

激
動
、激
変
す
る
時
代
、市
民
の
皆

様
に
お
か
れ
て
は
、自
立
・
持
続
可
能

な
都ま

ち市
を
め
ざ
し
、簡
素
で
効
率
的

な
行
政
を
実
現
す
る
た
め
ご
支
援
下

さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
政
府
の
動
向
を
見
極
め
、

　
　
　
　
　
　

  

議
会
と
共
に
的
確
な
対
応
に
心
が
け
る

市議会議員20人決まる

中
なかむら

村三
み

千
ち

雄
お

（73）
無所属・灘

川
かわかみ

上 命
まこと

（72）
無所属・伊加利

阿
あ

部
べ

計
けいいち

一（72）
無所属・阿万

登
のぼり

里
ざと

伸
しんいち

一（70）
無所属・津井

楠
くす

 和
かずひろ

廣（68）
無所属・松帆

北
きたむら

村利
とし

夫
お

（68）
無所属・福良

蓮
はすいけ

池洋
ひろ

美
み

（67）
無所属・福良

砂
すな

田
だ

杲
こうよう

洋（64）
無所属・神代

柏
かしわ

木
ぎ

 剛
つよし

（64）
無所属・八木

森
もりかみ

上祐
ゆう

治
じ

（63）
無所属・阿万

印
いん

部
べ

久
ひさのぶ

信（63）
無所属・賀集

長
おさふね

舩吉
よしひろ

博（60）
無所属・福良

廣
ひろうち

内孝
こう

次
じ

（59）
無所属・榎列

小
こ

島
じま

 一
はじめ

（56）
無所属・広田

久
く め

米啓
けいすけ

右（56）
無所属・賀集

谷
たにぐち

口博
ひろふみ

文（55）
無所属・松帆

原
はらぐち

口育
いく

大
お

（54）
無所属・市

熊
くま

田
だ

 司
つかさ

（52）
公明党・市

　蛭
えび

子
す

智
とも

彦
ひこ

（52）
日本共産党・松帆

出
いで

田
た

裕
ひろしげ

重（34）
無所属・阿万

当日有権者数 42,802人

投票者総数 33,802人

投票率 78.97％

市議会議員選挙の結果

　10月 25日、任期満了に伴う南あわじ市議会議員選挙が行われ、次の方々が当

選し、11月16日の臨時議会で議長に川上命氏、副議長に小島一氏が選ばれました。

任期
21年11月11日～

　25年11月10日

※年齢順・敬称略
年齢は11月11日現在

　

地
元
の
農
水
産
物
や
淡
路
瓦
な

ど
、
全
国
に
誇
る
「
ふ
る
さ
と
資

源
」
を
各
地
で
販
売
・
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と
、「
南
あ
わ
じ
市
特
産
物
販

路
拡
大
・
物
産
展
協
議
会
」
が
10

月
か
ら
11
月
、
大
阪
難
波
・
明
石

市
・
東
京
渋
谷
区
の
物
産
展
に
出

店
し
ま
し
た
。

　

販
売
し
た
商
品
は
、
淡
路
た
ま

難
波
、明
石
、渋
谷

地
元
産
品
を
売
り
出
そ
う
！
物
産
展
に
出
店

淡
路
瓦
を
Ｐ
Ｒ
、淡
路
瓦
売
り
出
し
隊

ね
ぎ
を
は

じ
め
、
地

元
産
の
野

菜
や
乳
製

品
な
ど
。

遠
方
の
会

場
で
は
、

ち
り
め
ん

な
ど
の
保

存
の
き
く

　

淡
路
瓦
の
需
要
拡
大
と
販
路

開
拓
を
目
指
し
、
南
あ
わ
じ
市

と
淡
路
瓦
工
業
組
合
で
結
成
し

た
「
淡
路
瓦
売
り
出
し
隊
」
が
、

Ｐ
Ｒ
用
の
淡
路
瓦
を
キ
ャ
ラ
バ

ン
車
に
載
せ
て
各
地
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

７
月
27
日
に
は
、
四
国
方
面

（
徳
島
県
美
馬
市
、
香
川
県
丸
亀

市
）、
10
月
５
日
と
６
日
に
は
、

中
国
方
面
（
岡
山
県
倉
敷
市
、

広
島
県
竹
原
市
、
山
口
県
萩
市
）、

11
月
９
日
か
ら
11
日
に
は
、
九

州
方
面
（
福
岡
県
黒
木
町
、
八

女
市
、
鹿
児
島
県
出
水
市
、
宮

崎
県
日
向
市
）
で
淡
路
瓦
を
Ｐ

Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

　

訪
問
し
た
市
町
は
、
と
も
に
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
有
し

て
お
り
、
補
助
金
を
受
け
な
が
ら

昔
の
町
並
み
を
修
復
、
修
景
し
て

い
ま
す
。
同
隊
は
、
行
政
の
文
化

財
担
当
課
や
公
共
建
築
物
の
担
当

課
、
町
並
み
保
存
会
、
さ
ら
に
市

長
を
表
敬
訪
問
し
、
瓦
の
発
注
状

況
を
調
査
し
、
淡
路
瓦
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

　

同
隊
の
担
当
者
は
、「
今
回
の

訪
問
で
で
き
た
繋
が
り
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
淡
路
瓦
の
販
路

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

同
隊
は
今
後
、
12
月
か
ら
県

内
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
に

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

海
産
物
な
ど
も
用
意
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
阪
難
波
で
は
「
大
阪
市
中
央

区
南
商
店
会
連
合
会
朝
市
」「
道

具
屋
筋
ま
つ
り
」
に
、
明
石
市
で

は
「
兵
庫
県
民
農
林
漁
業
祭
」
に
、

東
京
渋
谷
区
で
は
「
ふ
る
さ
と
渋

谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
出
店
し

ま
し
た
。
各
地
の
物
産
展
で
は
、

特
産
品
の
販
売
の
ほ
か
、
ぬ
し
ま

鯵
の
塩
焼
き
や
淡
路
手
延
素
麺
の

者
は
、「
都
会
へ
の
情
報
発
信
や
、

買
物
客
と
対
面
し
て
の
商
品
販
売

は
、
生
産
者
に
と
っ
て
良
い
経
験

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
生
産
者
と
消
費
者
が
顔
の
見

え
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
、
都
市
生
活
者
と
交
流
し
、

特
産
品
の
販
売
促
進
や
観
光
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
た
経
験
が
、
今
後
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

振
舞
い
、
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
な
ど
も

販
売
ブ
ー
ス
で

行
い
、
都
市
生

活
者
に
市
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

　

こ
の
遠
征
の

後
、
市
の
担
当

▲鬼瓦の制作を披露する鬼師。同じブ
ース内では、淡路瓦を展示し、瓦のＰＲ
を図りました（大阪難波）

▲並べられた新鮮な地元産野菜（明石市）

▲ちりめんを販売する水産関係者。今年の
秋は豊漁で、ちりめんを握る手にも力が入り
ます（東京渋谷区）

▲淡路人形座が人形浄瑠璃
を上演し、地域芸能のＰＲも行
いました（東京渋谷区）

▲淡路手延素麺の振舞い（大阪難波）

▲山口県萩市で伝建地区担当者や公共建築担当者、
設計士などに淡路瓦をＰＲする淡路瓦売り出し隊

▲伝統的町並みを残す訪問地。担当者に現地の
瓦について、説明を受けます
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南あわじ市市民憲章（案）

　南あわじ市は、もとの三原郡域を引きつぎ、野の幸、山の幸、海の幸に恵まれています。

　また、国生み神話に彩られた歴史をもち、薫り高い伝統文化がはぐくまれてきました。

　わたくしたち市民は、花と緑と青い海、きれいな空気を大切にし、夢と希望の実現に

向かって努めることを誓い、この憲章を定めます。

 ● 人と郷土を愛し、未来を見つめて力強く生きる若い世代を育てます。（※１）

 ● 周りの人を思いやり、お互いを認め合って、共に生きてゆく喜びをめざします。（※２）

 ● 恵まれた豊かな自然を生かし、美しい景観や環境をまもります。（※３）

い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
が
誇
れ
る
こ
と
。

そ
れ
は
、
豊
穣
の
郷
、
三
原
平
野

で
育
て
ら
れ
た
幸
、
諭
鶴
羽
山
脈

が
育
ん
で
く
れ
る
水
や
山
の
幸
、

そ
し
て
恵
ま
れ
た
豊
か
な
海
が

も
た
ら
し
て
く
れ
る
幸
で
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ

せ
る
国
生
み
神
話
を
は
じ
め
と
す

る
歴
史
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
代

表
と
す
る
様
々
な
伝
統
文
化
で
あ

り
ま
す
。
歴
史
や
文
化
を
大
切
に

市民憲章
市民が夢と希望を持って一体となり、将来のまちづく

りに向けて、自主的に取り組む目標です。

市民みんなの行動規範

委員会報告／会合７回

　基本的な考えと

して市民憲章は、

まちづくりのため

の市民みんなの行

動規範となるもの

であり、半永久的

に普遍性を持ちます。そのため前文は、南あわじ

市の特徴と独自性を表現するものとし、「旧三原

郡」をあえて入れました。内容も、子どもをはじ

め多くの人々に理解されるものにしました。

　文言それぞれには、様々な想いが込められてい

ます。会合では、毎回熱心に議論がされ、解説も

含めて市民憲章（案）の決定に至りました。

ビジョン専門委員会（市民憲章策定）

みなさんのご意見お待ちしています！

「市民憲章（案）」、「市の花・木（案）」に対する
ご意見を募集します。

南あわじ市市民参画のまちづくり委員会

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
平
成
22
年

１
月
、
市
制
５
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
市
民
一
体
化
の
醸
成
と

市
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
平
成
20
年
12
月
３

日
に
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
市
民
憲
章
と

市
の
シ
ン
ボ
ル
「
花
・
木
」、
市
民

音
頭
の
制
定
に
向
け
て
、
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
同
委
員
会
で

は
、
各
専
門
委
員
会
を
設
け
熱
心

に
検
討
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
た
び
市
民
憲
章

（
案
）
及
び
シ
ン
ボ
ル
（
案
）、
市

民
音
頭
が
で
き
ま
し
た
。
市
民
憲

章
（
案
）
と
シ
ン
ボ
ル
（
案
）
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

≪募集要項≫
○募集期間　12月９日（水）必着

○対象　市内に在住・在勤・在学の人

○提出方法　様式は任意ですが、提出の際は、必

ず住所、氏名、連絡先（電話番号）を記載してく

ださい。下記のいずれかの方法でご提出ください。

■ 郵送・ＦＡＸ・メール・持参の場合

〒656-0472　南あわじ市市善光寺18-27

南あわじ市役所 市長公室宛／ＦＡＸ43-5102

koushitsu@city.minamiawaji.hyogo.jp

※市ホームページでは、詳しい資料を掲載してお　

　り、11月20日（金）から意見を募集しています

※お寄せいただいたご意見は、委員会で内容を十分検討して最終案を作成後、公表（個人情報を除く）します。なお、ご意見に対する個別の回答は行い

　ませんので、ご了承ください。

し
、
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
べ
き
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
す
ば
ら
し
い
自
然

や
景
観
を
大
切
に
し
、
環
境
を
守

り
、
市
民
み
ん
な
が
、
前
向
き
に

夢
と
希
望
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
る
と
い
う
意
気
込
み
を
誓
う
表

現
と
し
て
い
ま
す
。

 

本
文

（
市
民
の
め
ざ
す
目
標
）

※
１ 

人
づ
く
り
、教
育

　

豊
か
な
心
を
持
ち
、
今
さ
え
良

け
れ
ば
で
は
な
く
、
目
標
を
し
っ

か
り
持
っ
た
、
力
強
く
生
き
て
い

け
る
次
世
代
を
育
て
る
決
意
を
込

め
て
い
ま
す
。

文
案
の
解
説

前
文

（
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
や
目
的
）

　

旧
三
原
郡
の
４
町
が
合
併
し
、

誕
生
し
た
南
あ
わ
じ
市
。
共
に
発

展
し
て
き
た
「
三
原
郡
」
と
い
う

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
っ
た

か
ら
で
、
誇
れ
る
史
実
と
し
て
書

き
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
三
原

（
御
原
）」
と
い
う
古
事
記
、
日
本

書
紀
に
も
登
場
す
る
由
緒
あ
る
地

名
が
、
合
併
す
る
こ
と
で
消
え
る

こ
と
な
く
、
末
永
く
市
民
の
意
識

に
留
め
ら
れ
る
よ
う
に
表
現
し
て

市民参画のまち
づくり委員会
委員長

　連合自治会長

副委員長

　社会教育委員長

委員

　連合婦人会長

　老人クラブ連合

　会長

　商工会長

　民生委員・児童委

　員連合会長

　観光協会長

　連合ＰＴＡ会長

市民音頭振付委員会

　市内 11踊りグループ代表

市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会　

組
織
構
成
図

※
２ 

共
生
、人
権

　

す
べ
て
の
人
が
助
け
合
い
、
共

に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
表
し

て
い
ま
す
。

※
３ 

自
然
保
護
、景
観
保
全

　

恵
ま
れ
た
自
然
を
認
識
し
、
末

永
く
保
持
し
て
い
く
決
意
を
込
め

て
い
ま
す
。

※
４ 

歴
史
、伝
統
文
化

　

先
人
を
敬
い
、
文
化
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
す
。

※
５ 

勤
労
、産
業
振
興

　

勤
労
の
喜
び
と
、
活
気
あ
る
ま

ち
づ
く
り
へ
の
意
気
込
み
、
産
業

の
新
し
い
発
展
へ
の
挑
戦
を
表
し

て
い
ま
す
。

問市長公室☎ 43-5002

ビジョン専門委員会
　老人クラブ連合会長

　民生委員・児童委員連合会長

　続三原郡史編纂委員

　県文化財保護指導員

シンボル専門委員会
　観光協会長

　連合ＰＴＡ会長

　花づくり協会代表

　自然観察専門家

市民音頭制作専門委員会
　連合婦人会長

　商工会長

　三味線師匠

　民謡・芸能・踊りグループ代表

　小中学校代表

　代表公民館長

　保育士

　舞台演出家

　太鼓指導者

　音楽指導者

市民音頭歌詞第２・３次選考委員会

　市民音頭制作専門委員会代表

　ビジョン専門委員会代表

　作曲家

　市長公室

市民音頭音源製作委員会

　市民音頭制作専門委員会委員長

　　　　　　〃　　　　　副委員長

　市民音頭振付委員会委員長

　三味線指導者　

　民謡グループ

　太鼓指導者

　伝統芸能保存会代表

23人

６人

８人 ９人

11人

11人

13人

◀
専
門
委
員
会
協
議
の
様
子
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やすい踊りを考案しました。今後も踊り指導は、市内

の踊りグループに行っていただく予定です。披露・普

及のため、市内の民謡・伝統芸能グループと三味線指

導者が演奏の練習を行っています。

市民音頭
市民が一つの音頭を通じて、地域の連帯感の醸

成と健康増進を図ります。

歌詞公募の結果、全国から42点の応募

市の花・木
恵まれた自然や美しい景観を守り、次世代に伝え

るとともに、観光の振興や地域の活性化をめざし

ます。

市のシンボルを花と木に限定し選定

委員会報告／会合６回

　委員会で候補として提案した花は、「水仙、梅、つ

つじ、菊」でした。歴史や文化、生息数、希少さ、な

じみやすさ、観光振興、保存伝承などを考慮し毎回議

論を重ね、水仙に決まりました。

　水仙は種類が多いこともあり、灘黒岩水仙郷の日本

水仙が、花弁中央の杯
さかずき

部が大きく、黄色が濃いという

特徴をもっていることから、あえて日本水仙としまし

た。

　木についても、最後まで絞り込みが難航しました。

提案された木は、「松、ゆずりは、うばめがし、梅、や

「黒
くろまつ

松」

科名：マツ科、属名：マツ属

【選定理由】

　慶野松原は昭和３年、日本の名勝として指定されて

います。「日本の白砂青松 100選」にも慶野松原と吹

上浜が選ばれています。松原の黒松は、樹勢が強く観

光の観点からも知名度があります。特に淡路黒松は、

樹皮の切れ込みが深いのが特徴です。暑さ寒さに強く

たくましく成長する松は、市を象徴する木にふさわし

いとして選定しました。

「日
に

本
ほん

水
すいせん

仙」

　まちのシンボルは旧４町でも指定されていたので、

合併直後から問い合わせが多数ありました。まちの特

性を端的にイメージするものとして、皆さまに親しみ

と愛着をもっていただけることを主眼に選定しました。

委員会報告／会合８回

　歌詞を公募し、全国

から 42 点の応募があ

りました。選考基準を

定めましたが、第１次

審査、さらに第２次・

３次審査においても優秀作品ばかりで難航しました。

　作曲は、市内在住の作曲家三原聡氏にボランティア

制作いただき、何度も調整を重ねました。振付けは、

市内 11の踊りグループ代表が行い、市民誰もが踊り

市民音頭制作専門委員会（市民音頭制作）

さ　ぁ 　さ お　どろ　ー　  よ　　　　　　 め　  ぐ 　み 　ー　の さ　ー と　ー
さ　ぁ 　さ お　どろ　ー　  よ　　　　　　 ロ　  マ 　ン 　ー　の さ　ー と　ー
さ　ぁ 　さ お　どろ　ー　  よ　　　　　　 じ　  ざ 　け 　ー　の さ　ー と　ー
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さ　ぁ 　さ お　どろ　ー　  よ　　　　　　 め　  ぐ 　み 　ー　の さ　ー と　ー

で　　　　　　　　　　　     ここ　ろゆ　たか　に 　し　あわ　 せよ　んで
で　　　　　　　　　　　     ここ　ろと　きめ　く 　よ　ろこ　 びだ　いて
で　　　　　　　　　　　     ここ　ろは　れば　れ 　わ　かさ　 のは　なに
で　　　　　　　　　　　     ここ　ろさ　わや　か 　み　がい　 たわ　ざの
で　　　　　　　　　　　     ここ　ろあ　かる　く 　し　あわ　 せよ　んで

ゆ め　 ー が　　　　　　 ゆ め　 よ ぶ　　　　ふ　る さ　とお　ーん　ー
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ど
ど
ど
ど
ど

や　ー　ま　は　ゆ　づ　る　  は　　　　　　な　  だ　  く　 ー　 ろい　 ーわ
い　ー　ち　ど　の　せ　た　  や　　　　　　か　  ん　 ちょ　 ー　 うせ　 ーん
む　ー　か　し　し　の　べ　  ば　　　　　　く　  に　  う　 ー　 みし　 ーん
に　んぎょう　じょう　る　　　り　　　　　　な　  も　  な　 ー　 つか　 ーし
は　ー　な　と　み　ど　り　  に　　　　　　う　  み　  や　 ー　 まの　 ーさ

に 　　　　　　　　　　　　か　お　ーる　 ー　ー　 ー 　 す い　 せ ん
に 　　　　　　　　　　　　む　ね　ーの　 ー　ー　 ー 　 う ず　 し お
わ 　　　　　　　　　　　　あ　か　ーい　 ー　ー　 ー 　 と り　 い が
く 　　　　　　　　　　　　こ　こ　ーで　 ー　ー　 ー 　 う ま　 れ て
ち 　　　　　　　　　 　　しょく　ーも　 ー　ー　 ー 　 は ぐ　 く み

ま　　ばゆ　　くさ 　ーい　ー　　て　　　　　　 （ソレ）　   　ひ　ろ  た ば　い り　ん
あ　　のこ　　とこ 　ーえ　ー　　て　　　　　　 （ソレ）　   　け　い  の ま　つ ば　ら
む　　すん　　だご 　ーえ　ー　　ん　　　　　　 （ソレ）　   　さ　く  ら ふ　ぶ き　に
つ　　つう　　らう 　ーら　ー　　に　　　　　　 （ソレ）　   　い　ぶ  し が　わ ら　も
ふ　　れあ　　いう 　ーん　ー　　で　　　　　　 （ソレ）　   　ほ　こ  る ぶ　ん か　に

ふ　　れ あ　　うひ 　  との　　　　はな　もち ら ち　ら　 そ　 で に 　ち る　（ソレ）
そ　　ぞ ろ　　にゆ 　  けば　　　　しず　むゆ う ひ　に　 そ　 ま る 　ほ ほ　（ソレ）
な　　げ だ　　んじ 　  りの　　　　こえ　がは ず む　よ　 そ　 ら ま 　で も　（ソレ）
に　　っ ぽ　　んい 　  ちで　　　　おし　ろて んしゅ　の　 や　 ね も 　ふ く　（ソレ）
で　　ん と　　うは 　  えて　　　　みら　いあ か る　く　 の　 び る 　ま ち　（ソレ）

南あわじ市ふるさと音頭
作詞　能登濱吉／作曲　三原 聡

科名：ヒガンバナ科、属名：スイセン属

【選定理由】

　淡路島南部の灘黒岩水仙郷は、日本水仙三大群生地

として知られています。45度の急斜面に 500 万本が

咲き乱れる光景は、全国に誇れるすばらしい自然景観

で、冬にいち早く春の訪れを告げる花として、観光拠

点となっています。また、地元では「ちょこ水仙」の

愛称で親しまれています。この自然遺産を守り続ける

うえにおいても、市を象徴する花として選定しました。

シンボル専門委員会（市の花・木選定）

まぼうし」など数多く、議論が白熱しましたが、市民

の親しみや観光振興を優先して黒松を選定しました。

　選定するシンボルも、「鳥、魚、野菜、ホタル」な

どの候補もありましたが、その特殊性や認知度、産業

振興等と区分し、最終的に花と木に限定しました。

歌詞選考結果▶最優秀賞＝能登濱吉（埼玉県）▶特別賞＝大野 清（洲本市）▶佳作＝柏木勝代（南あわじ市）、清水晴望（洲本市）、

栄 孝治（南あわじ市）、村上 均（南あわじ市）、駒井 瞭（大阪府）、稲岡俊一（東京都）、吉岡敬一郎（群馬県）　　　　　　＜敬称略＞
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区分 収入済額 収入率
市民の負担額

１人当たり １世帯当たり

市民税 9億4,750万円 44.5％ 4万700円 11万5,400円

　　（個人） 7億5,829万円 41.9％ 3万4,600円 9万8,000円

　　（法人） 1億8,921万円 59.0％ 6,100円 1万7,400円

固定資産税 22億5,985万円 65.7％ 6万5,800円 18万6,600円

軽自動車税 1億5,984万円 97.4％ 3,100円 8,900円

市たばこ税 1億6,087万円 51.8％ 5,900円 1万6,800円

入湯税 2,111万円 52.7％ 800円 2,100円

合計 35億4,917万円 58.3％ 11万6,300円 32万9,900円

一般会計 54億1,137万円

国民健康保険 66万円

介護保険 8,200万円

産業廃棄物最終処分場 3億8,313万円

水道事業 10億7,588万円

国民宿舎 2億2,255万円

水道事業 予算現額 執行額 執行率

収益的収入 20億1,709万円 8億5,178万円 42.2％

収益的支出 21億889万円 6億36万円 28.4％

資本的収入 12億391万円 6,385万円 5.3％

資本的支出 21億3,154万円 5億5,247万円 25.9％

区分 予算現額
（歳入・歳出） 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険 66億8,205万円 22億633万円 33.0％ 32億8,669万円 49.1％

　（保険事業） 65億5,825万円 21億8,131万円 33.2％ 32億3,337万円 49.3％

　（直営診療所） 1億2,380万円 2,502万円 20.2％ 5,332万円 43.0％

老人保健 2,681万円 1,939万円 72.3％ 33万円 1.2％

後期高齢者医療 10億7,412万円 1億6,434万円 15.2％ 4億4,115万円 41.0％

介護保険 44億8,556万円 17億8,697万円 39.8％ 18億9,593万円 42.2％

(保険事業) 38億5,158万円 15億2,332万円 39.5％ 16億1,362万円 41.8％

(介護サービス事業) 6億3,398万円 2億6,365万円 41.5％ 2億8,231万円 44.5％

訪問看護 5,401万円 1,823万円 33.7％ 2,326万円 43.0％

慶野松原海水浴場 1,026万円 757万円 73.7％ 301万円 29.3％

土地開発 2億3,003万円 6,094万円 26.4％ 1,633万円 7.0％

　（企業団地） 1億9,934万円 4,076万円 20.4％ 2万円 0％

　（住宅団地） 3,069万円 2,018万円 65.7％ 1,631万円 53.1％

産業廃棄物最終処分 1億98万円 4,727万円 46.8％ 4,275万円 42.3％

ケーブルテレビ 4億533万円 2億8,609万円 70.5％ 1億58万円 24.8％

平
成
21
年
度
上
半
期（
平
成
21
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

市
の
財
政
状
況

国民宿舎事業 予算現額 執行額 執行率

収益的収入 4億6,574万円 2億3,048万円 49.4％

収益的支出 4億6,188万円 2億671万円 44.7％

資本的収入 1万円 0円 0％

資本的支出 1,100万円 536万円 48.7％

農業共済事業 予算現額 執行額 執行率

収益的収入 5億3,484万円 1億1,211万円 20.9％

収益的支出 5億3,484万円 1億2,855万円 24.0％

下水道事業 予算現額 執行額 執行率

収益的収入 19億1,407万円 13億6,335万円 71.2％

収益的支出 23億6,547万円 4億8,292万円 20.4％

資本的収入 35億5,002万円 3億2,272万円 9.0％

資本的支出 44億3,145万円 13億7,419万円 31.0％

民生費

公債費

総務費

教育費

　　　農林水産業費

土木費

衛生費

消防費

商工費

その他

地方交付税

市税

市債

県支出金

国庫支出金

繰入金

使用料及び手数料

分担金及び負担金

諸収入

その他

収入済額 124億6,142万円（48.0％）支出済額 93億9,556万円（36.2％）

歳入歳出

58億3,543万円（69.0％）

35億4,917万円（58.3％）

0円（0％）

2億7,499万円（14.5％）

8億1,627万円（30.0％）

0円（0％）

2億6,737万円（43.0％）

3億5,315万円（48.6％）

2,938万円（12.0％）

13億3,566万円（76.4％）

17億5,871万円（30.8％）

19億5,146万円（39.4％）

11億6,074万円（46.3％）

10億1,671万円（35.0％）

7億408万円（28.0％）

12億352万円（46.5％）

5億2,280万円（26.8％）

3億6,014万円（43.7％）

5億5,461万円（63.9％）

1億6,281万円（14.4％）

◉一般会計

◉特別会計

◉企業会計

一般会計
412億940万円

特別会計 8億6,239万円

企業
会計

360億
8,990万円

市債の現在高
・・・公共施設などを造るためのもので、施設を
使う次の世代にも公平に費用を負担してもら
うための借入金の現在高

・国民健康保険
 (直営診療所)769万円
・土地開発事業
 (企業団地)5億6,300万円
 (住宅団地)8,600万円
・産業廃棄物最終処分
  2億570万円

水道事業65億9,143万円
下水道事業
(公共下水道)208億1,488万円
(農業集落排水)55億4,037万円
(漁業集落排水)19億562万円
(コミュニティプラント)12億3,760万円

民生費
57億946万円

公債費
49億4,601万円

総務費
25億691万円

教育費
28億9,860万円

農林水産費
25億967万円

土木費
25億8,428万円

衛生費
19億4,869万円

消防費
8億2,376万円

商工費
8億6,659万円

その他
11億2,767万円

地方交付税
84億5,000万円

市税
60億7,922万円

市債
25億5,990万円

県支出金
18億8,527万円

国庫支出金
27億1,478万円

繰入金
8億9,339万円

使用料・手数料
6億2,132万円

諸収入
7億2,624万円

分担金・負担金
2億4,449万円

その他
17億4,703万円

市税の収入状況
・・・市民１人当たり、１世帯当たりの負担額は、予算現額を人口52,262人・世帯数18,429世帯　
　（平成21年９月30日現在）で除したものです 　

皆
さ
ま
が
納
め
る
税
金
や
国
・
県
か
ら
の

補
助
金
は
、私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
が
ど
の
く
ら
い
納
め
ら
れ
、ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、９
月
30
日
時
点

の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
財
政
課
☎
50
・
３
０
３
３

259億2,164万円の予算現額に対して48.0％

の124億6,142万円を収入しました。地方交付税

や市税が歳入に占める主なものです。収入率の

低い国･県支出金や市債などについては、事業完

了後の年度末に収入されるものがほとんどのた

め、グラフのような割合になっています。

259億2,164万円の予算現額に対して36.2％の93億

9,556万円を支出しました。歳出に占める主なものは、民生

費（医療や福祉等に係る経費）や公債費（過去に借り入れた

市債の返済に係る経費）、総務費（市役所の管理運営に係

る経費）があります。

･･･道路や学校などの整備をは
じめ、福祉や教育、消防などの市
政の基本となる事業を行う会計

予算現額計 259億2,164万円

予算現額

執行済額

基金の現在高
・・・特定の目的のために積み立てた資金の現在高

10億1,671万円（35.0％）

･･･国民健康保険や介護保険など、特定の歳入で特定の事業を行う会計

･･･企業と同じような経理をする会計

※（　）内の数字は
予算現額に対する
執行額の比率
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市
内
局
番
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確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 
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南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
議会事務局☎43-5005
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　企業誘致課☎37-3046
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　収税課☎43-5034
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
　下水道加入促進課☎50-3041
会計課☎50-3040
監査委員事務局☎50-3050

　

交
通
費
助
成
制
度
を
利
用
し

て
、
遠
方
へ
の
勤
務
・

就
学
も
住
み
慣
れ
た

南
あ
わ
じ
市
か
ら

通
い
ま
せ
ん
か
？

寝たきりの方の介護でお疲れではありませんか？
「マインレット」を使えば、オムツ交換が一日一回程度で済みます。

介護保険特定福祉用具

全自動排泄処理機「マインレット」
http://www.minelet.comお問い合わせは下記まで

イクタコーポレーション㈲
株式会社エヌウィック兵庫県総代理店
兵庫県洲本市栄町１丁目３番 27号

E-mail：ikuta.co@sirius.ocn.ne.jp

ＴＥＬ：0799‐53‐5621

あなたは迷った時、
何を基準に選んでいますか？

お気軽にご相談ください
　株式会社 淡路島テレビジョン　電話：0799-25-2525
　 洲本市海岸通1-11-1　  ホームページアドレス  http://awaji.tv

ＣＭ募集中

多くの人は、普段見聞きしている
ものの中から選んでいます！※長期契約は、大幅割引あり

　
事
業
主
の
人
は
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

　

事
業
主
は
従
業
員
や
雇
人
に

対
し
、給
与
・
賃
金
・
賞
与
等
を

支
払
っ
た
場
合
に
は
、支
払
い
を

受
け
た
人
ご
と
に
、そ
の
年
の
支

払
額
等
を
記
入
し
た
給
与
支
払

報
告
書
を
、各
市
区
町
村
へ
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。早

め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
提
出
期
限　

２
月
１
日（
月
）

▽
提
出
先　

支
払
い
を
受
け
る

人
が
１
月
１
日
現
在
に
居
住

す
る
市
区
町
村

▽
提
出
方
法　

郵
送
ま
た
は
直

接
税
務
課
、総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
に
持
参 

◉
注
意
事
項

•「
総
括
表
」と「
個
人
別
明
細

書
」を
あ
わ
せ
て
提
出
※
特
別

徴
収
分
と
普
通
徴
収
分
と
を

区
分
し
て
く
だ
さ
い

•
扶
養
者
等
が
あ
る
場
合
は
、摘

要
欄
に
氏
名
・
続
柄
を
記
入

•
前
職
分
を
含
む
場
合
は
、そ

の
支
払
者
・
支
払
金
額
・
社
会

保
険
料
の
金
額
・
源
泉
徴
収

税
額
・
退
職
年
月
日
を
摘
要

欄
に
記
入

•
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
の
人
や

青
色
専
従
者
に
つ
い
て
も
、

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

•
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
が
あ

る
場
合
は
、摘
要
欄
に
控
除
可

能
額
及
び
居
住
年
月
日
を
記
入

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

　

国
民
健
康
保
険
証
を
12
月
１
日
に
更
新

　

国
民
健
康
保
険
証（
短
期
証

と
資
格
証
明
書
含
む
）は
、11
月

30
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
て
い

ま
す
。新
し
い
保
険
証
を
11
月

下
旬
に
郵
送（
簡
易
書
留
）し
ま

し
た
の
で
、12
月
１
日
か
ら
は

必
ず
新
し
い
保
険
証
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
ま

で
受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
お
越
し
に
な
れ
な
い
場
合

は
、ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
再

度
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期
限
切
れ
の
保
険
証
返
却
先

　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
・
支
所
・

出
張
所
・
連
絡
所

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
人 

　

期
間
の
短
い
短
期
証
ま
た
は
資

格
証
明
書
を
交
付
し
て
い
ま
す

※
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て

い
る
人
の
中
で
、保
険
税
を

納
付
で
き
な
い
特
別
の
事
情

が
あ
る
場
合
は
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。短
期
証
が
交
付
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

保
険
税
、一
部
負
担
金
等
の
減
免

　

災
害
等
特
別
な
事
情
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
、保
険
税

や
一
部
負
担
金（
医
療
機
関
等
で

の
自
己
負
担
金
）の
減
免
等
が

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

保
険
証
の
注
意
事
項

•
病
院
に
預
け
た
ま
ま
に
せ
ず
、

手
元
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

•
資
格
証
明
書
で
医
療
機
関

に
か
か
っ
た
場
合
は
、10
割
全

額
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。こ
の
場
合
、総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
で
申
請
す
る
こ
と
で
７
割

（
就
学
前
児
は
８
割
、
前
期
高

齢
者
は
９
割
ま
た
は
７
割
）を

給
付
し
ま
す
が
、保
険
税
に
未

納
額
が
あ
れ
ば
、給
付
金
は
優

先
的
に
保
険
税
に
充
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

問
保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

　

収
税
課
☎
43
・
５
０
３
４

　

第30回南あわじ市議会定例会日程（12月）
　　　　　　　　　　　　 　　時間：午前10時～

本会議
日程 内容

７日（月）

21年度補正予算案上程（委員会に付託）

条例案上程（　　　〃　　　）

その他案件上程

10日（木）一般質問

11日（金）一般質問

14日（月）一般質問、追加議案上程

15日（火）予備日

21日（月）付託案件委員会審査報告・表決

委員会
日程 委員会 内容

16日（水）産業建設常任委員会

付託案件審査17日（木）総務常任委員会

18日（金）文教厚生常任委員会

■議会は中央庁舎３階の議場

　で傍聴できます。

■インターネットによる動画　

　中継、テレビモニター中継　 

　（各庁舎ロビー、公民館）を　

　しています。ご利用ください。

　  議 会

　問議会事務局☎43-5005

通
勤
・
通
学
者
の
人
へ
、交
通
費
助
成
制
度

　
◆
申
告
期
限

　

２
月
１
日（
月
）

対
象　

固
定
資
産
税
の
対
象

と
な
る
償
却
資
産
を
お
持
ち
の

人
。平
成
22
年
1
月
１
日
現
在

の
状
況
を
申
告
。

す
で
に
申
告
し
て
い
る
人

　

年
末
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、変
更
の
有
無
を
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
申
告
し
て
い
な
い
人

で
平
成
21
年
中
に
新
た
に
償
却

資
産
を
取
得
し
た
人

　

申
告
が
必
要
で
す
。申
告
書

の
様
式
が
手
元
に
な
い
場
合
は
、

税
務
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
先

　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

税
務
課

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資
産
の
申
告

固
定
資
産
税
の
対
象
と

な
る
償
却
資
産
と
は
・・・

　

事
業
用
に
使
う
た
め
に
所
有

し
て
い
る
減
価
償
却
資
産
で
す
。

《
具
体
例
》
小
売
業
の
陳
列
・

自
動
販
売
機
・
看
板
・
レ
ジ
ス

タ
ー
・
飲
食
店
の
厨
房
設
備
・
テ

レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
、製
造
業
の
製

造
機
械
・
受
電
設
備
・
構
内
舗

装
、農
業
の
田
植
機
・
野
菜
収
穫

機
、漁
業
の
漁
船
・
巻
上
機
な
ど

※
家
屋
や
自
動
車
、
特
許
権
の
よ

う
な
無
形
減
価
償
却
資
産
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

高
速
バ
ス
を
利
用
し
て
島
外
に
通

勤
・
通
学
す
る
人

▽
対
象
区
間　

島
内
の
高
速
バ
ス
停

か
ら
高
速
舞
子
、小
鳴
門
橋
バ
ス
停

▽
助
成
金
額　

対
象
区
間
の
定
期

額（
通
勤
手
当
を
差
引
く
）の
通

勤
者
は
20
％
・
通
学
者
は
30
％

島
内
の
学
校
へ
一
般
路
線
バ
ス

で
の
通
学
が
困
難
な
学
生（
高

速
バ
ス
利
用
者
）

▽
対
象
区
間　

島
内
の
高
速
バ

ス
停
の
区
間

▽
助
成
金
額　

対
象
区
間
の
定

期
額
の
20
％

☆
必
要
書
類

　

❶
在
職
・
在
学
証
明
書
❷
定

期
券
の
写
し
❸
申
請
書
❹
請
求

書
兼
振
込
依
頼
書
❺
通
勤
手
当

支
給
額
証
明
書（
通
勤
者
の
み
）

※
❸
〜
❺
に
つ
い
て
は
、総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
及
び
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０

ｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

に
よ
る
提
出
も
12
月
14
日（
月
）

よ
り
可
能
と
な
り
ま
す
。

問
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク
☎
０
５
７
０
・
０
８
１
４
５
９

　
期
間

 

12
月
１
日（
火
）〜
10
日（
木
）

【
最
重
点
項
目
】

◎
高
齢
者
の
交
通
安
全

【
運
動
重
点
項
目
】

❶
子
ど
も
の
交
通
安
全

❷
自
転
車
の
交
通
安
全

❸
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

❹
飲
酒
運
転
根
絶

❺
夕
暮
れ
時
の
交
通
安
全

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

年
末
の
交
通
事
故

　
　
　

防
止
運
動

　
納
期
限
は

　
　

12
月
25
日（
金
）

　

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、

市
役
所
や
金
融
機
関
で
で
き
ま
す
。

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

国
民
健
康
保
険
税 

４
期
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お知らせ

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　　　　お気軽にお電話下さい            　　どんな仕事でもご相談下さい

　㈳南あわじ市シルバー人材センター
　　〒656-0478　南あわじ市市福永358-1（三原庁舎内）
　　TEL ／ 0799-42-5339　　FAX／ 0799-42-6044

広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012

福良事業所　TEL ／ 0799-52-0070

西 淡 窓 口　TEL ／ 0799-36-2083

年末年始の業務案内
公共施設

施設名 休業日

市役所・診療所・公民館

29日(火)～３日(日)※戸籍の届出関係は、総
合窓口センターで受け付け
（預かり等）します

火葬場 31日(木)～３日(日)

図書館・玉青館 28日(月)～４日(月)

淡路人形浄瑠璃資料館 28日(月)～４日(月)

慶野松原荘
15日(火)～17日(木)

28日(月)～29日(火)

大鳴門橋記念館 21日(月)～31日(木)

淡路人形浄瑠璃館 17日(木)～31日(木)

鳴門みさき荘 21日(月)～31日(木)

スポーツセンター 28日(月)～ ４日(月)

温泉

施設名 業務案内

サンライズ淡路 31日(木)～３日(日)＝休み

ゆとりっく
31日(木)＝10:00～24:00

 １日(金)～３日(日)＝13:00～21:30

さんゆ～館 31日(木)～３日(日)＝10:00～24:00

ゆーぷる

31日(木)＝10:00～翌日２:00

 １日(金)＝10:00～24:00

 ２日(土)＝ ６:00～24:00

 ３日（日)＝10：00～24:00

プール＆フィットネス

施設名 業務案内

ゆとりっく 30日(水)～３日(日)＝休み

サンプール 28日(月)～４日(月)＝休み

区分 緑地域から持込み 西淡・三原・南淡地域から持込み

場所 やまなみ苑（広田広田）☎45-0534 清掃センター（八木寺内）☎42-1356

業務時間

（月～金）８：30～16：30
（土）８：30～11：45、（日・祝）休み
※28日～31日は、8：30～16:30

（月～金）８：30～16：30
（祝日）８：30～正午、（土・日）休み
※28日～30日は８：30～16:30、
　31日は８：30～正午

１月１日～３日まで休み。４日から通常どおり

注意事項

❶市指定のゴミ袋を使用して持込んでも、「手数料」が必要です　　
❷家具などの粗大ゴミは、金属・ガラスなどの不燃物を取り外してから持込んでください
❸必ず時間内での持込みをお願いします
❹持込みに際して道路上にゴミが飛び散らないよう、荷台にシート掛けなどの処置を
　してください
❺農業用資材や家屋解体物、産業廃棄物は受入れができません

ゴミの持込み

可燃ゴミ
粗大ゴミ

区分 南あわじ市全域

場所 中央リサイクルセンター（榎列上幡多）☎43-3200

業務時間
（月～金）９：00～16：00、（土・日）休み
※毎月第２日曜日は９：00～16：00

29日～３日まで休み。４日から通常どおり

注意事項

❶粗大ゴミの持込みは10㎏当たり150円の「手数料」が必要です
❷事業系ゴミや家電６品目、建設廃材など持込みできないものがあります
　事前に生活環境課（☎43-5024）までお問い合わせください
❸カン類、ビン類、古紙類等の資源ゴミは、ご家庭で分別してから持込んでください
◎軒先収集（事前予約必要）
　生活環境課（☎43-5024）に希望日の１週間前までに、電話でのお申し込みが必要
です（10月１日～３月31日の間で１世帯につき１回限り）。ゴミの内容は全て申し込み
時に教えていただきます。10㎏につき300円の「手数料」が必要です

◉可燃ゴミ

◉粗大ゴミ・資源ゴミ
持込みできないもの
農機具、家電６品目（テレビ、冷

蔵庫、エアコン、洗濯機、衣類乾

燥機、薄型テレビ）、パソコン、タ

イヤ、バッテリー、建設廃材（瓦、

スレート、ブロック、パイプ等）、

農業・漁業用資材（肥袋、マルチ、

アゼシート、ビニールトンネル、

苗箱、コンテナ、網等）、ピアノ、金

庫など

問生活環境課☎43-5024

アパート・マンション等の「オーナー様」、「管理組合様」へ

共同受信施設のデジタル化対応が必要です
　　　　　　　　　　　　　お急ぎください！助成金の申請受付は、2010年1月15日（金）まで！

　アパートやマンションなど、共同住宅の共同受信施設（共聴施設）をデジタル化対応する際に、世帯あたりの経
費が 35,000 円を超えた場合、国の助成を受けることができます。

※既にケーブルテレビに加入して、アナログ放送を視聴
　している場合は対象外です

加入世帯あたり
の負担 視聴者負担 助成額

35,000円 35,000 円 0円

50,000円 35,000 円 15,000 円

70,000円 35,000 円 35,000 円

100,000円 50,000 円 50,000 円

（助成額の例）最大で１／２の助成となります

アパート・マンション等の「オーナー様」、「管理組合様」へ

共同受信施設のデジタル化対応が必要です
お急ぎください！助成金の申請受付は、2010年1月15日まで！

アパートやマンションなど共同住宅の共同受信施設（共聴施設）をデジタル化対応する際、
経費負担が過重となる  （ 世帯あたりの経費が3.5 万円超）場合に

国の助成を受けることができます。

地上アナログ放送用の
UHF アンテナ 地上デジタル放送用の

UHF アンテナ

地上デジタル放送対応部分

UU 混合器

デジタルチューナー

地上VHF
アンテナ

UV ブースター

分配器

デジタル
TV

デジタル
TV

アナログ
TV

アナログ TV
（D端子付）

テレビ
端子

テレビ
端子

デジタルチューナー

分配器

デジタル
TV
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テレビ
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テレビ
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地上デジタル放送
地上アナログ放送

ケーブルテレビ局

共聴施設をケーブルテレビに
切り換え

幹線増幅器 分岐器 分岐器

・共聴施設を「改修」する場合より、ケーブルテレビに
　切り換えた方が安価な場合に限られます

・助成対象となる経費には、ケーブルテレビへの加入金と
　工事費は含まれますが、毎月の利用料は含まれません

共聴施設を
デジタル対応に改修する場合

共聴施設をケーブルテレビに切り
換えてデジタル化対応する場合

共聴施設を
デジタル対応に改修する場合

共聴施設をケーブルテレビに切り
換えてデジタル化対応する場合

＜ケーブルテレビに切り換えるための主な条件＞

・地上デジタル放送対応ＵＨＦアンテナ

・施設内配線やブースター・分配器など

・個々の部屋におけるテレビ端子部分

＜対象となる部分＞

UVブースター
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　地上デジタル放送をご覧になるには「地デジ対応テレビ」また
は「地デジ対応チューナー」が必要になります。
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（助成金制度に関すること）
　問テレビ受信者支援センター☎0570-093-724

（地上デジタル放送に関すること）
　問地デジコールセンター☎0570-07-0101

※淡路広域行政粗大ごみ処理場（奥畑処理場）☎24-1676　※事業系ゴミも可
　休業日＝26日～27日、31日～３日 臨時開場日＝28日～29日８：30～16：30、30日８：30～12：00
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・
西
岡
美
保

◆
南
あ
わ
じ
市
長
杯
ペ
タ
ン
ク

　

大
会
兼
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21

　

ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会

　
　
　
　
（
11
月
１
日
、
灘
漁
港
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

【
全
体
の
部
】
▽
予
選
１
位
①
潮
美
台
Ｃ
②

潮
美
台
Ｅ
③
サ
ン
セ
ッ
ク
Ａ
▽
予
選
２
位
①
土

生
Ｂ
②
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
し
と
お
り
▽
予
選

３
位
①
な
り
あ
い
Ｄ
②
土
生
Ｅ
▽
予
選
４
位
①

く
ま
し
ろ
Ａ
②
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
Ｃ

【
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
の
部
】
①
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
21
し
と
お
り
②
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
Ａ

③
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
Ｃ

◆
兵
庫
県
身
体
障
害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

ゴ
ル
フ
県
大
会
（
11
月
１
日
、
西
播
磨

　

 

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

▽
団
体
③
南
あ
わ
じ
市
南
淡
支
部

▽
個
人
②
大
西
順
子
（
阿
万
）

◆
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｈ
Ａ
寄
せ
植
え
コ
ン
テ
ス
ト 

（
10
月
31
日
・
11
月
１
日
、
県
立
淡
路
景
観
園
芸
学
校
、
関
係
分
）

▽
兵
庫
県
知
事
賞
＝
前
川
正
通
▽
県
立
淡
路

景
観
園
芸
学
校
校
長
賞
＝
杉
田
健
司
▽
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｈ
Ａ
賞
＝
坂
東
か
よ
、
前
川
枝
美
子
▽
あ

る
た
ま
く
ん
賞
＝
齋
藤
眞
弓

◆
Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
絵
画

　

コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
（
11
月
３
日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
）

▽
南
あ
わ
じ
市
長
賞
＝
立
石
真
菜
（
榎
列
小
）

▽
南
あ
わ
じ
市
商
工
会
長
賞
＝
平
川
優
奈
（
榎

列
小
）
▽
淡
路
青
年
会
議
所
理
事
長
賞
＝
中

田
瑠
奈
（
榎
列
小
）
▽
優
秀
賞
＝
上
田
明
香

里
（
倭
文
小
）、
溝
上
胡
桃
（
松
帆
小
）、
中

川
結
衣
（
松
帆
小
）、
曽
根
利
莞
寿
（
湊
小
）、

原
歩
花
（
榎
列
小
）、
納
龍
弥
（
福
良
小
）、

金
津
魁
杜
（
福
良
小
）、多
田
悠
真
（
福
良
小
）、

宮
崎
走
（
福
良
小
）、
堀
川
輝
（
福
良
小
）、

吉
田
ま
あ
れ（
福
良
小
）、北
平
龍
生（
広
田
小
）

◆
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
小
・
中
学

　

生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
（
11
月
14
日
、
南
淡
路
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）

【
小
学
校
の
部
】
▽
最
優
秀
賞
＝
東
晴
香
（
賀

集
小
）
▽
優
秀
賞
＝
島
明
花
（
神
代
小
）、
中

尾
新
（
神
代
小
）
▽
佳
作
＝
鈴
木
竜
希
（
阿

万
小
）、亀
井
夏
帆
（
辰
美
小
）、福
岡
伶
馬
（
西

淡
志
知
小
）、
安
井
悠
里
愛
（
榎
列
小
）、
坂

莉
奈
（
神
代
小
）
▽
特
別
賞
（
更
生
保
護
女

性
会
長
賞
）
＝ 

木
下
み
づ
き
（
灘
小
）

【
中
学
生
の
部
】▽
最
優
秀
賞
＝
仁
里
歌
那（
三

原
中
）、▽
優
秀
賞
＝
山
下
奈
緒
美
（
御
原
中
）、

島
田
翔
太
（
南
淡
中
）
▽
佳
作
＝
大
田
つ
か

さ
（
南
淡
中
）、
平
井
美
織
（
沼
島
中
）、
道

上
雛
（
辰
美
中
）、
西
中
彩
（
御
原
中
）、
平

池
花
音
（
倭
文
中
）
▽
特
別
賞
（
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

長
賞
）
＝
宮
地
夏
未
（
三
原
中
）
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お知らせ

平成21年度マイカー点検キャンペーンスローガン

兵庫県自動車整備振興会　淡路支部　南あわじブロック
自動車の点検・整備は黄色い看板が目印の整備工場へが目印の整備工場へ

安全と  エコにつな
がる  マイカー点

検

　

「日
にっぽん

本年金機構」
　国民の皆さまの信頼に応え、一層のサービス

向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を

一新し、「日本年金機構」として生まれ変わります。

日本年金機構は、社会保険庁から公的年金の運

営業務を引き継いで行うことになりますが、公的

年金制度は、国の制度として、その財政や運営に

国が引き続き責任を持つことについては、これま

でと変わりません。

問市民課☎43-5023

★
大
会
結
果
は
、情
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
０
０
３
F 

43
・
５
１
０
３
、市
大
会
規
模
以
上

 

製造事業所の皆さまへ

　　統計調査にご協力ください 
　平成21年工業統計調査を12月31日現在で行います。
調査の実施にあたっては、本年12月から来年１月にか
けて調査員がお伺いします。
　皆さまから、ご提出していただく調査票については、
統計法に基づき調査内容の秘密は厳守されますので、正
確なご記入をお願いします。
　　　　経済産業省　兵庫県　南あわじ市

　
▽
対
象
者　

21
年
12
月
１
日
現

在
、３
か
月
以
上
市
内
に
住

民
登
録
の
あ
る
障
害
者（
児
）

で
、身
体
障
害
者
手
帳
１
〜

４
級
、療
育
手
帳
、有
効
期
限

内
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

▽
支
給
額　

５
０
０
０
円
分
の

南
あ
わ
じ
市
ふ
れ
あ
い
振
興

商
品
券

▽
支
給
方
法　

12
月
中
旬
に
対

象
者
へ
郵
送

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

障
害
者（
児
）見
舞
金

　

６
月
24
日
、「
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。12
月
24
日
ま
で
に
、「
農
地

の
利
用
に
関
す
る
責
務
規
定
」を
設
け
た
改
正
農
地

法
等
が
施
行
さ
れ
、新
た
な
農
地
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　

新
た
な
農
地
制
度
は
、❶
こ
れ
以
上
の
農
地
の
減

少
を
食
い
止
め
、農
地
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、❷

農
地
の
貸
借
を
や
り
や
す
く
し
て
、農
地
を
最
大
限

利
用
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
☎
43
・
５
０
２
９

●全ての遊休農地が指導の対象です
●農業委員会が、年１回農地の利

　用状況を調査します
●遊休農地の所有者等に対して、　

　農業委員会が指導・勧告などを　

　行います

●違反転用等に対する処分・罰則が強

　化されます
●県知事等による

　行政代執行制度

　が創設されます

○違反転用

●農地を利用できる人の範囲が拡大さ

　れます（一定の要件を満たす必要あり）

●市が農地所有者から委任を受け、代
　

　
理して担い手に貸付等を行う

　
事業が新設されます

●相続等によって農地を取得した人は、

　農地のある農業委員会へ届出が必　

　要になります
●届出をしなかったり、虚偽の届出をす

　ると、10万円以下の過料に処せられ　

　ることになります
●耕作できない場合等は、農業委員会　

　から貸し借り等のあっせんを受けるこ

　とができるようになります

改正の
ポイント

農地を貸したいんだけど･･･
　農地の貸借規制が緩和
　されます！

耕作しないでいると･･･
　遊休農地に対する指導
　が強化されます！

許可なく転用すると･･･
　違反転用に対する
　罰則が強化されます！

　　　農地を相続する時は･･･
　　農業委員会への届出
　が必要になります！

 

廃 止 

厚生労働省 

日本年金機構 

平成 22 年 1 月 1 日 

公的年金の 
財政責任・運営責任    

公的年金の運営業務    

社会保険庁 

が来年1月1日
からスタート！

農
地
制
度
が

　

変
わ
り
ま
す

　

　　　　　2010年 
　　　  南あわじ市成人式☆
　　　　　　○日　時　１月10日（日）
　　　　　　　　　　　　受付12:30～ 開始13:30～
○場　所　南あわじ市文化体育館
○対象者　平成元年４月２日～平成２年４月１日生まれの人
※案内状の送付は行いません
　住民票が南あわじ市にない人も参加できます

《お問い合わせ》　生涯学習文化振興課☎37-3020

　鳴門市・東かがわ市・南あわじ市でつくる「A
ア サ

SAトライ
アングル交流圏推進協議会」では、平成２年11月17日
の創設から20年を迎えることを記念し、今夏にロゴマー
クを募集しました。全国各地より267点の応募があり、審
査の結果、採用作品が決定しました。
　入賞作品は次のとおり。（敬称略）
　☆大賞作品　佐光雅樹（愛媛県新居浜市）　
　☆優秀作品　神保米雄（東京都目黒区）
　　　　　　　飛田　博（埼玉県さいたま市）
問鳴門市役所企画調整課☎088-684-1713

ロゴマーク決定
!!

◉デザインコンセプト
　鳴門市の渦潮、東かがわ市の手袋、南あわじ市の淡路人形
浄瑠璃の瞳をモチーフにし、豊かな自然を緑と青のグラデー
ションで表現しています。

16

※このページは２色
　ページのため、実際
　の色とは異なります



募　

集

ご
案
内

瓦
ば
ん

情
報

19

情報瓦ばん
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淡
路
島
う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大

会
最
終
ラ
ン
ナ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
大
会
日　

２
月
21
日
（
日
）

▽
コ
ー
ス　

南
淡
路
う
ず
し
お
ラ
イ
ン

▽
募
集
人
数　

４
部
門（
２
㎞
、５

㎞
、10
㎞
、ハ
ー
フ
）各
１
人
※
そ

れ
ぞ
れ
18
歳
以
上
で
男
女
不
問

▽
募
集
用
件　

２
㎞
、５
㎞
＝
１
㎞

を
10
分
程
度
で
走
れ
る
人
。10
㎞

＝
起
伏
が
あ
り
激
し
い
コ
ー
ス

で
す
が
、１
㎞
を
７
〜
８
分
で
走

れ
る
人
。ハ
ー
フ
＝
約
21
㎞
を

３
時
間
30
分
以
内
で
走
れ
る
人

▽
申
込
期
限　

12
月
10
日
（
木
）

▽
申
込　

大
会
事
務
局（
生
涯
学
習

文
化
振
興
課
内
）☎
37
・
３
０
２
０

市
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
供
の
い
る

世
帯
等
は
、
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
阿
那
賀
団
地
（
阿
那
賀
）

　

１
戸
、Ａ
の
１
棟
３
０
２
号
、３
Ｄ

Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
２
年
度
建

築
。家
賃
月
額
１
万
８
３
０
０
円

〜
３
万
５
９
０
０
円
、駐
車
１
台

月
額
２
５
０
０
円
、阿
那
賀（
南
・

中
・
北
栄
）在
住
者
優
先

◆
政
令
月
収
15
万
８
千
円
超
、

48
万
７
千
円
以
下
対
象

▽
し
づ
お
り
第
２
団
地（
倭
文
庄
田
）

　

 

１
戸
、２
０
１
号
、平
成
18
年
度

建
築
。家
賃
月
額
６
万
３
４
０
０

円
、駐
車
１
台
月
額
２
５
０
０
円

▽
四
季
の
丘
団
地
（
阿
万
塩
屋
）

２
戸
、
Ｄ
棟
３
号
（
メ
ゾ
ネ
ッ

ト
）・
５
号（
１
階
）、３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、
平
成
16
年
度
建

築
。家
賃
月
額
６
万
２
１
０
０

円
・
６
万
３
１
０
０
円
、駐
車
１

台
月
額
２
５
０
０
円（
屋
根
付

５
０
０
０
円
）

◆
申
込
締
切
日　

12
月
15
日（
火
）

◆
公
開
抽
選
日　

12
月
25
日（
金
）

午
前
10
時
。
西
淡
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

自
衛
官
採
用
試
験

▽
種
目　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校

▽
応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未

満（
22
年
４
月
１
日
現
在
）の
男

子
で
中
学
校
卒（
見
込
み
含
む
）

▽
受
付　

１
月
８
日（
金
）ま
で

▽
説
明
会　

12
月
13
日（
日
）午
前

10
時
〜
11
時
、午
後
１
時
〜
２
時
。

自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

問
自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

☎
24
・
２
４
４
９

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
周
辺
の
美
化
活
動

▽
日
時　

12
月
16
日
（
水
）
午
前

８
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
。一

般
参
加
大
歓
迎

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
52
・
２
３
３
６

水
環
境
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　

 　
　
in
南
あ
わ
じ

　

環
境
保
全
上
、
健
全
な
水
循
環

の
確
保
を
進
め
、
循
環
と
共
生
を

基
調
と
し
た
持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
淡
路
島
で
暮
ら

す
人
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
展
開
す
べ

き
か
を
発
信
す
る
場
と
し
て
南
あ

わ
じ
市
で
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
５
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
場
所　

松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー

※
参
加
無
料
、
記
念
品
あ
り

▽
申
込
締
切　

12
月
４
日
（
金
）

▽
申
込　

㈳
兵
庫
県
水
質
保
全
セ
ン

タ
ー
☎
０
７
８
・
３
０
６
・
６
０
２
０

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
到
来

　
　
入
山
に
は
ご
注
意
を
！

▽
期
間　

２
月
28
日
（
日
）
ま
で

▽
注
意
点　

❶
山
の
中
に
入
る
際

は
、目
立
つ
服
装
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、白
色
タ
オ
ル

は
シ
カ
と
間
違
わ
れ
や
す
い
の

で
、使
用
を
控
え
て
く
だ
さ
い

❷
土
・
日
・
祝
日
は
、狩
猟
者
が
集

中
す
る
た
め
、特
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

❸
ワ
ナ
は
非
常
に
危
険
で
す
の
で
、

設
置
の
看
板（
標
識
）が
あ
る
場

所
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

苗
木
並
び
に
種
菌
の
あ
っ
せ
ん

▽
苗
木
の
種
類　
【
観
賞
用
】桜
、

さ
つ
き
、ツ
ツ
ジ
、柑
橘
類
な
ど

44
品【
山
行
用
】杉
、ヒ
ノ
キ
、マ

ツ
、ケ
ヤ
キ

▽
申
込
方
法　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、連
絡
所
等
に
備
付
け
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、提
出

▽
申
込
締
切　

12
月
15
日
（
火
）

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

さ
ん
ゆ
ー
館
回
数
券
等
の
使
用

期
限（
22
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

平
成
19
年
度
以
前
に
購
入
さ
れ

た
回
数
券（
風
呂
ま
た
は
水
着
浴
、

風
呂
及
び
水
着
浴
用
）・
入
浴
券
・

招
待
券
の
使
用
期
限
は
、
22
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
早
め

の
回
数
券
・
入
浴
券
・
招
待
券
の

使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
さ
ん
ゆ
ー
館
☎
43
・
３
９
３
９

　

健
康
課
☎
44
・
３
０
０
４

個
人
輸
入
の
や
せ
薬
に

　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
ダ
イ
エ
ッ
ト
」な

ど
と
称
さ
れ
る
タ
イ
製
の
や
せ
薬

は
、こ
れ
ま
で
、死
亡
事
例
を
含
め

健
康
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、こ
の
よ
う
な

製
品
を
個
人
で
輸
入
し
て
服
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、服
用
に

よ
り
体
調
異
常
が
現
れ
た
場
合
に

は
、直
ち
に
服
用
を
中
止
し
、医
療

機
関
を
受
診
す
る
と
と
も
に
、健

康
福
祉
事
務
所（
保
健
所
）に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
食
品
薬

　

務
衛
生
課
☎
26
・
２
０
６
７

素
人
企
画
集
団
演
劇
公
演

　
　
　
「
法
王
庁
の
避
妊
法
」

▽
日
時　

12
月
27
日（
日
）午
後
３
時
〜

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
入
場
料　

１
５
０
０
円（
前
売

１
０
０
０
円
）※
洲
本
市
文
化

体
育
館
で
販
売
し
て
い
ま
す

問
中
本
☎
０
８
０
・
５
３
６
５
・
０
８
６
８

ゆ
と
り
っ
く
の
イ
ベ
ン
ト

◆
プ
ー
ル
無
料
体
験
会

▽
日
時　

12
月
13
日（
日
）午
後
１

時
30
分
〜
２
時
30
分（
３
歳
以

上
小
学
生
以
下
。定
員
20
人
）、

午
後
３
時
〜
４
時（
水
中
歩
行
。

年
齢
問
わ
ず
）

◆
健
康
セ
ミ
ナ
ー
会
員
募
集

▽
内
容　

運
動
不
足
・
肩
こ
り
解

消
・
腰
痛
予
防
の
た
め
の
簡
単

な
ジ
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▽
日
時　

毎
週
火
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▽
料
金　

指
導
料
２
１
０
０
円（
４

回
）施
設
使
用
料
６
０
０
円（
１
回
）

※
随
時
無
料
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す

問
ゆ
と
り
っ
く
☎
36
・
５
７
８
９

門
松
代
用
カ
ー
ド
を
ご
活
用

く
だ
さ
い

　

森
林
は
水
源
の
か
ん
養
や
山
地
災

害
及
び
地
球
温
暖
化
の
防
止
、生
物
多

様
性
の
保
全
な
ど
、多
面
的
機
能
を
通

じ
て
私
た
ち
の
生
活
と
密
接
に
関
係

し
て
い
ま
す
。森
林
資
源
保
護
の
観
点

か
ら「
門
松
代
用
カ
ー
ド
」を
配
布
し

ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
使
い
く
だ
さ
い
。

▽
配
布
方
法　

自
治
会
を
通
じ
、

12
月
末
ま
で
に
配
布

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

広報 

　　

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　８日（火）・17日（木）13:30～16:30
◆場所　三原市民センター　小会議室
◆申込　市民課 ☎43-5023 予約必要

特設人権相談（人権擁護委員による相談）
◆日時　10日（木）13:00～16:00　
◆場所　 緑市民センター３階・西淡庁舎１階
　　　　  三原市民センター１階・南淡公民館２階
問市民課 ☎ 43-5023 予約不要

司法書士会による相談
（登記･法律相談、予約不要 ※先着順）
◆日時　15日(火）10:00～12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務相談、予約不要 ※先着順）
◆日時　21日(月）10:00～12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
問司法書士川端英雄事務所 ☎62-3206

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　14日（月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎（予約必要）
◆申込　☎42-5355（行政書士奥野一喜）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　14日（月）13:00～15:00
◆場所　県洲本総合庁舎（予約必要）
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　  ☎ 22-4152

不動産無料相談　
◆内容　一般相談、不動産トラブル
◆日時　毎月第２火曜日 13:00～16:00
◆場所　宅建取引業協会淡路支部
　　　　（洲本ポートターミナルビル１階）
◆申込　☎24-0088 予約必要

住宅の耐震相談
◆内容　建築士事務所協会員による相談
◆日時　17日（木）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎（予約必要）
◆申込　中川設計工房☎ 36-5646

女性問題相談（家庭内暴力、セクハラなど）
◆内容　女性の相談員による面接相談
◆日時　18日（金）13:00～16:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　淡路さわやか県民相談室
　　　　☎ 0120-36-7830 予約必要

テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日 13:00～15:00
　　　　※31日（木）は休み
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　☎ 0120-36-7830 予約必要

 12月の
　無料相談

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

さ
ん
ち
し
ょ
う

産
地
消
」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
学
跡
地
）

▽
内
容　

魚
介
類
な
ど

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
入
口
横

▽
内
容　

野
菜
･
果
物
･
加
工
品

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

　
（
し
づ
お
り
団
地
上
）

▽
内
容　

野
菜
･
果
物

問
事
務
局
☎
46
・
０
３
０
１

◆
幡
多
の
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー

　

横
（
榎
列
上
幡
多
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

鳥
井
公
会
堂
前

　
（
八
木
地
区
公
民
館
隣
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

◆
い
ら
か
の
里
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

甍
公
園

　
（
西
淡
三
原
イ
ン
タ
ー
前
）

▽
内
容　

野
菜
・
海
産
物
ほ
か

問
事
務
局
☎
36
・
２
１
１
７

ひとりで悩んで
いませんか？

突然被害にあうと、「これからどうしたらいいのか」と
眠れなかったり、不安で外出できないほど、心と体に変
調をきたすことがあります。法律の問題や今後のこと、
誰かと話したいなどお気軽にお電話してください。

犯罪等の被害者を支援します

電話相談（無料）

　　 078-367-7833
毎週火・水・金・土（祝日は除く） 10：00～16：00
※ここでの相談の内容は一切洩れることはありません
※お名前や話したくないことを無理にお聞きすることはありません

兵庫県公安委員会指定 犯罪被害者等早期援助団体
　　ひょうご被害者支援センター
兵庫県公安委員会指定 犯罪被害者等早期援助団体
　　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

 「
湯
の
川
荘
」の
休
館
日

　

12
月
27
日
（
日
）
〜
１
月
３
日

（
日
）ま
で
の
間
休
館
し
ま
す
。

問
湯
の
川
荘
☎
39
・
１
１
２
６

　

長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５



まなびの扉

21 20

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

ま
な
び
の
扉

2009.12.1発行

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

12月10日 木 16:00 ～ 19:00 ～

12月19日 土 10:00 ～ 13:00 ～

●悪 考える絵本５  石坂 啓 作（大月書店）

悪いことをしてみたら
けっこう楽しかった。悪
いことしたくなる時、あ
るよね? 子どもたちに
考える糸口を投げかけ、
考えることの大切さを
伝える絵本シリーズ。
●星をつくった男　
阿久悠と、その時代
重松 清 著（講談社）

緑民館図書室
☎44-3008

●日本の食力 国産農産物がおいしい理由
　山本 謙治 著（家の光協会）

すぐそこにある｢うまい！｣の
再発見が、日本の食と農を救
う！全国の農山漁村を歩いて
出会った地域の食文化を紹
介。『日本農業新聞』の連載｢
やまけんの舌好調｣をベース
に加筆修正して書籍化。
●高校時代にしておく
50のこと 
中谷 彰宏 著（ＰＨＰ研究所）

三原図書館☎43-5037

●いつもの家事がどんどんラクになる!
  土田 登志子・藤原 千秋 監修（高橋書店）

毎日なんとなくこなしてい
る家事。ちょっとだけやり
方を変えてみませんか? 
炊事や洗濯から、そうじ、収
納、メンテナンス、おつきあ
いのマナーまで、ラクで効
率のいい「ゆる家事」の方
法を紹介します。
●着物のえほん
高野 紀子 作（あすなろ書房）

西淡公民館図書室
☎37-3028

●孤高のメス 神の手にはあらず１～４巻
　大鐘 稔彦（阿那賀診療所院長） 著（幻冬舎）

日本を去った当麻鉄彦は、
王文慶の庇護を受け、新天
地台湾でメスをふるい続
ける。しかし、そこも安住
の地ではなかった・・・。
既刊書（全６巻）とあわせ、
全10巻完結。来夏、堤真
一・夏川結衣主演で映画化
決定。

南淡図書館☎53-0234

●おやゆびとうさん
長野 ヒデ子 作／スズキ コー
ジ 絵（佼成出版社）

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

 
●12月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

月末整理

　　　

　

52シリ
ーズ

　和同開珎は、８世紀に日本で作られたお金です。

まず708年（和銅元年）５月に銀銭が、８月に銅銭

がそれぞれ発行されましたが、翌709年（和銅２

年）８月には銀銭が廃止されました。

　今回紹介する和同開珎は、直径2.4㎝、重さ5.1g

で、賀
かしゅう

集鍛
か じ や

治屋で採集されたといわれています。分

析の結果、銀の含有率約80％の銀銭であることが

分かっています。

　銀銭は全国で40

例あまりしか確認さ

れておらず、兵庫県

内ではこの他に阿
あ ま

万

東
ひがしまち

町の九
く

蔵
ぞう

遺
い

跡
せき

の

みで、大変貴重な資

料といえるでしょう。

和わ

同ど

う

開か

い

珎ち

ん

▲賀集鍛治屋採集和同開珎銀銭

初回トレーニング
講習会受講者募集

◉子ども連れの受講はできません。
◉お申し込みは、12月１日（火）当館
事務所☎50-5077で受付します。

◉市内スポーツセンターの利用
できない日（休館日）12月７日・14
日・21日・28日・29日・30日・31日

ヨガ教室
　呼吸法や様々なポーズによ
り心身のバランスを整えるプ
ログラムです。
 ●対象者　16歳以上
 ●受講料　5,000円（全10回）
 ●定員　　先着40人
 ●開始時間　19:30～

　トレーニングルームを利用する
場合、初回のみ講習会を受講して
いただきます。
●対象者　16歳以上
●受講料　500円
　※2回目以降、市民200円

●定員　６人（予約制）
●講習時間　約１時間30分

回数 月日 曜日
第 １ 回 １月 15 日

金

第 ２ 回 １月 22 日

第 ３ 回 １月 29 日

第 ４ 回 ２ 月 ５ 日

第 ５ 回 ２月 19 日

第 ６ 回 ２月 26 日

第 ７ 回 ３ 月 ５ 日

第 ８ 回 ３月 12 日

第 ９ 回 ３月 19 日

第10回 ３月 26 日

※○はおやすみです。

婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

▽
日
時　

12
月
19
日（
土
）午
後
１

時
30
分
〜
※
材
料
費
自
己
負
担

▽
申
込
締
切　

12
月
12
日（
土
）

◆
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ
く
り

▽
日
時　

12
月
23
日（
水
・
祝
）午

前
10
時
〜
※
材
料
費
自
己
負
担

▽
申
込
締
切　

12
月
18
日（
金
）

◆
申
込　

働
く
婦
人
の
家

　

☎
43
・
２
３
２
６

み
ど
り
ふ
れ
あ
い
寄
席

▽
日
時　

12
月
12
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
※
無
料

▽
場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

落
語（
桂
九
雀
ほ
か
）

問
緑
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
☎
44
・

３
０
０
１
、
人
権
教
育
課
☎

37
・
３
０
１
９

玉
青
館「
館
蔵
品
展
Ⅲ
」

▽
期
間　

12
月
４
日（
金
）〜
３
月

31
日（
水
）※
期
間
中
、入
替
あ
り

▽
場
所　

玉
青
館（
松
帆
西
路
）

▽
休
館
日　

月
曜
日

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

埋
蔵
文
化
財
ミ
ニ
展
示
５

▽
内
容　

榎
列
上
幡
多
〜
下
幡
多

に
位
置
す
る
幡
多
遺
跡
野
水
地

区
の
奈
良
時
代
〜
平
安
時
代
の

遺
構
か
ら
出
土
し
た
土
器
な
ど

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
１
階

▽
期
間　

22
年
１
月
下
旬
ま
で

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

南
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
交
流
会

▽
日
時　

12
月
13
日（
日
）午
後
１
時
〜

▽
場
所　

北
阿
万
地
区
公
民
館

▽
内
容　

だ
ん
じ
り
を
持
た
な
い

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
だ
ん
じ
り

唄
」の
発
表
を
通
し
て
、お
互
い

の
技
芸
を
高
め
る
と
と
も
に
、異

世
代
間
相
互
の
交
流
を
は
か
る

問
南
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
交
流
実
行

委
員
会
☎
42
・
０
５
９
１

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
子
ど
も
版
画
展

　

22
年
２
月
14
日（
日
）ま
で

◆
パ
ペ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
in
淡
路
島

　
写
真
展（
淡
路
人
形
後
継
者
団
体
発
表
会
）

　

22
年
２
月
28
日（
日
）ま
で

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面
「
絵

本
太
功
記
・
尼
崎
の
段
」

　

22
年
８
月
下
旬
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

伊
加
利
国
際
交
流
会

「
こ
と
ば
で
あ
そ
ぼ
〜
！
」

　

子
ど
も
は
留
学
生
と
餅
つ
き
、

大
人
は
正
月
の
遊
び
。世
代
を
超

え
た
交
流
を
。

▽
日
時　

大
人
の
部
＝
12
月
12
日

（
土
）午
後
８
時
〜
、子
供
の
部
＝

12
月
13
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜

▽
場
所　

伊
加
利
地
区
公
民
館

▽
参
加
費　

大
人
の
部
の
み
１
０
０
円

▽
申
込　

伊
加
利
地
区
公
民
館

　

☎
39
・
０
５
６
７

地
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
応
援
ツ
ア
ー

▽
内
容　

ガ
ン
バ
大
阪（
加
地
亮
）

対
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉

▽
日
時　

12
月
５
日（
土
）午
後
３
時

30
分
〜
。午
前
11
時
西
淡
庁
舎
発

▽
場
所　

万
博
記
念
競
技
場

▽
参
加
費　

大
人
７
７
０
０
円
。小
中

学
生
６
２
０
０
円（
保
護
者
同
伴
）

▽
申
込　

私
設
応
援
団（
幹
事
）

　

☎
０
９
０
・
３
６
２
２
・
８
９
４
３

第
９
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会 

▽
日
時　

12
月
５
日（
土
）午
後
８
時
〜

▽
場
所　

南
淡
公
民
館
３
階

※
規
定
の
講
習
を
受
け
た
人
に
は
、

徳
島
大
学
よ
り
リ
ー
ダ
ー
認
定

書
が
授
与
さ
れ
ま
す

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

第
68
回
天
体
観
測
会

　
　
「
冬
の
星
座
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

12
月
19
日（
土
）午
後
８
時
〜

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代

地
区
公
民
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
。参
加
費
無
料
。保
護
者
同
伴

問
く
ま
し
ろ
ふ
れ
あ
い
広
場（
木
田
徹
）

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４ 問埋蔵文化財調査事務所☎42-3849

                  １      2　          3      4       5 

  6      7      8      9    1 0    1 1   1 2

1 3  1 4  1 5  1 6  1 7  1 8  1 9

2 0  2 1  2 2  2 3  2 4  2 5  2 6

2 7   2 8   2 9    3 0　3 1     

「おはなし会ピノキオ」
クリスマス会

☆日　時　１２月２０日（日）13：30～15：00
☆場　所　南淡図書館　２階視聴覚室
☆内　容　ハンドベル、手品、大型紙芝居、
　　　　　パネルシアター、人形劇など

～入場無料！多数の参加をお待ちしています～

　　　　　【お問い合わせ　南淡図書館☎53-0234】

フェスティバル
人権 2009

広げようこころのネットワーク
～人と人とがふれあい・つながりの輪を広めよう～
•日　時　12月６日（日）８:45開場

　　　　　 ９:00～　人権作文の表彰と朗読

　　　 　 11:00～　ましゅ＆kei公演（表彰関係者のみ）

　　　　※バザー（ウインズ・きらら・いちばん星）、スリランカ・韓

　　　　　国のお菓子とお茶セット（南あわじ市国際交流協会）、

　　　　　花の苗プレゼント（先着600人）

•場　所　三原公民館 大ホール

●ましゅ＆kei　Buddy!－あ・い・ぼ・うー
　跳んだりはねたり踊ったり！音楽的道化師ましゅ＆keiが、物とた

わむれ物と演じるセリフのないお芝居です。

•日　時　12月６日（日）14:30～

•場　所　三原公民館 大ホール

•参加費　❶３歳～小学生700円（前売500円）

　　　　　❷中学・高校生800円（前売600円）

　　　　　❸大人1,000円（前売800円）

　　　　　※セットで購入すると割引あり！

●野田淳子＆矢崎節夫ふれあいコンサート
　金子みすゞ の世界観についての講演・詩に曲をつけての弾き語り

•日　時　12月13日（日）13:30～

•場　所　三原公民館 大ホール

•参加費　無料
問人権教育課☎37-3019
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診察日 担当医師 備　　考
12月 ６日（日） 平 山　 毅 医師

受診前に電話をおか
けください。
☎23ｰ2700
担当医は都合により変更
になることもあります。

12月13日（日） 富 本 康 仁 医師

12月20日（日） 植村幹二郎 医師

12月23日（水） 奥 村　 司 医師

12月27日（日） 田 中 一 宏 医師

12月31日（木） 富 本 康 仁 医師

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

12月 ６日（日） 前 田 昌 己 医師 鈴 木 俊 示 医師

12月13日（日） 真 野 博 文 医師 平 山　 毅 医師

12月20日（日） 宮 崎 美 枝 医師 西 口　 弘 医師

12月23日（水） 村 野 謙 一 医師 高 田 育 明 医師

12月27日（日） 浦 瀬　 巖 医師 友清龍一郎 医師

12月31日（木） 鈴 木 俊 示 医師 富 本 喜 文 医師

 休日小児救急診療（県立淡路病院） 時間外診療病院
曜日 病院名 曜日 病院名
月 平成病院 木 翠鳳第一病院

火
平成病院 金 中林病院
八木病院 土 翠鳳第一病院

水
中林病院 平日18:00～23:00

土曜13:00～23:00南淡路病院

健診結果、見ただけになっていませんか？

町ぐるみ健診の結果
　今年度の町ぐるみ健診の結果がまとまりました。

「異常を認めず」の人は、全体でわずか5.8%でし

た。メタボリックシンドローム（以下、メタボ）とその

予備群は「4.5人に1人」（「男性2.8人に1人」「女性

9.0人に1人」）となりました。 

問健康課☎44-3004

　生活習慣病とは、長年の好ましくない生

活習慣によって引き起こされる様々な病気

（肥満症・高血圧症・脂質異常症・糖尿病

など）のことです。主な原因は、不適切な

食習慣（偏食・過食・欠食等）や運動不足、

喫煙、過飲酒、ストレス過剰、睡眠不足な

どです。そして、生活習慣病は自覚症状が

ないまま徐々に進行します。あなたができ

ること、小さなことから少しずつ、今の生

活習慣を変えて、生活習慣病を予防・改善

してみませんか？

生活習慣、見直してみませんか？

阿那賀診療所
☎39-0668

（月・水・木曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（火・金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00

伊加利診療所
☎39-0886

（火・金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

　受診結果が「要医療」「要精密検査」になっ

ている人、受診はお済みでしょうか？まだ

の人はお早めに受診してください。

● 健康相談
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、栄
養相談、血圧測定、
体脂肪測定など

７ 月

９:00～ 11:00

三原保健センター
11 金 南淡福祉保健センター
14 月 緑保健福祉センター
21 月 西淡保健センター

● Ａ型リハビリ教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

機能訓練を必要とす
る人を対象（要予約）

25 金 10:00～12:00 緑保健福祉センター

● 愛育班活動
内容  日 曜日　　　時間 場所

愛育班活動 17  木 ９:30～ 12:00 沼島総合センター

● 献血
 日　曜日 　　受付時間 場所
２ 水 10:00～13:00 市役所中央庁舎

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容 日 曜日　　受付時間 場所

強い歯・幼児フッ素塗布
（18年9月･19年3月生）

４ 金 13:00～ 13:15

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診
（19年９月生）

18 金 13:00～ 13:15

母親学級 17 木 13:15～ 13:30
遊びの教室 ３ 木  9:30～（予約制）
発達支援相談 22 火  9:30 ～（予約制）

育児相談
（20年10月生）
（21年５月生）

２ 水 ７か月児
13:00～ 13:15
１歳２か月児
13:30～ 13:45

西淡保健センター
９ 水 南淡福祉保健センター
16 水 緑保健福祉センター
21 月 三原保健センター

３歳児健康診査
（18年11月生）

15 火 12:30～ 12:45

緑保健福祉センター

１歳６か月児健康診査
（20年５月生）

１ 火 12:30～ 12:45

10か月児健康診査
（21年２月生）

８ 火 12:30～ 12:45

４か月児健康診査
（21年８月生）

22 火 12:30～12:45

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（21年７月生）

17 木 ９:45～ 10:00

スマイルママセミナー
（予約制）

４ 金
９:45～ 10:00 緑市民センター

18 金

● いずみ会リーダー養成講座
内容  日 曜日　　　時間 場所

食生活改善推進リー
ダー養成（要予約）

15 火 10:00～12:30 緑市民センター

● 運動教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

エアロビクス・ストレッ
チ体操（要予約）

25 金 13:30 ～ 15:00 緑保健福祉センター

  12月の健康カレンダー

● 介護予防健康相談
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病、栄養、
介護予防の相談 24 木 ９:30～11:00 仁尾荘

● 特定保健指導（Ｙ
やせてきれいになる

Ｋ教室）
内容  日 曜日　    受付時間 場所

「自分の食べている量を知ろう」
体重・腹囲・血圧測定（要予約）

16 水 10:00～11:30 南淡福祉保健センター

● 個別健康相談
内容  日 曜日　　　時間 場所

糖尿病予防教室。糖尿
病要注意者で、64歳
までの人を対象。月１
回５か月コース（要予約）

７ 月

８:40～ 15:00

三原保健センター
11 金 南淡福祉保健センター
14 月 緑保健福祉センター
21 月 西淡保健センター

メタボ

男性 361人（19.9％） 女性 165人（7.1％）

メタボ予備群

男性 289人（16.0％） 女性   92人（4.0％）

メタボ判定
（南あわじ市健康保険加入者40～74歳）

※（　）内は、男性1,811人、女性2,312人に対するもの

19歳～39歳

1,013人 健
診
受
診
者
数（
６
３
３
５
人
）

40歳～74歳
4,314人

うち、南あわじ市国
民健康保険加入者
で受診した人は・・・
　　　　4,123人

75歳以上

1,008人

対象：40 歳以上の女性で、平成 22 年 4月 1
日の時点で偶数年齢の人

　受診できる期日が近づいています。すでに申

込みを済ませている人は、早めにお受けくださ

い。また、新規で申込みを希望する人は、健康

課までご連絡ください。

問健康課☎ 44-3004

乳がん検診（12月11日まで受付）

町ぐるみ健診判定結果

8.2％

0 20 40 60 80 100
（％）

75歳以上
40～74歳
19～39歳

7.1％
19.9％

18.8％
22.2％

14.0％

16.0％
23.5％

15.2％

43.1％
36.7％

53.9％
75.8％

11.0％

7.2％

71.4％
73.8％

37.8％

　　　　やせ

肥満

　肝臓

糖尿病

血圧

血液脂質

項目別異常率（要指導＋要医療＋要継続医療）

認知症を学び、地域で支えよう！

　認知症について正しく理解し、偏見を持たず、

認知症の人や家族に対して温かい目で見守って

くれる人です。

認知症サポーター養成講座
・内容　認知症の基本的な知識について

・講師　在宅介護支援センター職員

・方法　１時間半程度の出前講座を行います。

　　　　少人数でも構いません

問在宅介護支援センター

　緑地域☎45-1718／西淡地域☎36-5630

　三原地域☎43-3803／南淡地域☎42-6006

要継続医療
2,565人
（40.5%）

要医療
1,784人
（28.2%）

要指導
1,619人
（25.6%）

異常認めず
367人（5.8%）

異常認めず
要指導
要医療
要継続医療

受診者
6,335人

要継続医療
2,565人
（40.5%）

要医療
1,784人
（28.2%）

要指導
1,619人
（25.6%）

異常認めず
367人（5.8%）

異常認めず
要指導
要医療
要継続医療

受診者
6,335人

新型インフルエンザワクチン
　国産ワクチンは 11月２日から、基礎疾患

のある人から接種を始めましたが、出荷数が

少ない状況です。

　11 月 11 日に接種回数の見直しの発表があ

り、健康な成人は１回接種となっています。

接種対象者 接種回数 接種開始
予定時期

①
妊婦 １回 11月16日～

基礎疾患のある人 １回（２回可）11月２日～

② １歳～小学３年生 ２回 12月４日～

③

１歳未満の小児の保
護者①～②のうち、身
体上の理由で接種で
きない人の保護者

１回 12月下旬～

④
小学４～６年生 当面２回 12月下旬～

中学生・高校生に相
当する年齢の人

当面２回 １月以降

⑤ 65歳以上 １回 １月以降

日時　12月２日（水）10：00～（毎月第１水曜日）
場所　緑保健福祉センター
持参品　運動できる服装・靴、水分
定員　30～ 40人（無料）
主催　南あわじ市いずみ会緑支部
問健康課☎ 44-3004

阿波踊り体操（骨粗しょう症予防セミナーOB会）
接種対象者（①～③が優先接種対象者）

※中学生・高校生の接種回数は、12月中に判断

　する予定です

※低所得者の人は、健康課に申請することで、

　公費で接種することができます



心のかけはし
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●人　口 52,252人（前月比－10人）
　（男）　 25,207人（前月比＋１人）
　（女）　 27,045人（前月比－11人）
●世帯数 18,443世帯（前月比＋14世帯）
　　　　　　　　※平成21年11月１日現在

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
近藤　俊彰（榎　列）
岸　　正義（八　木）
福原　拓也（津　井）
居内　哲也（　市　）
加田　誠次（洲本市）
佐竹　正行（洲本市）
新居　宏務（広　田）
多田　　学（阿　万）
中尾　大輔（阿那賀）
濱野　尚也（松　帆）
松下　昌広（志　知）
三澤　秀樹（神　代）
宮崎　宏規（宝塚市）
北口　伸好（福　良）

登尾　香耶（志　知）
李　　　静（中　国）
渡邉しほり（賀　集）
佐々木亜紀（広　田）
清水　千明（神　代）
小丸美沙都（津　井）
　野友佳子（洲本市）
植野　展代（淡路市）
齊藤　幸代（神戸市）
阿部　朝栄（阿　万）
大谷　尚美（阿　万）
土佐　和美（榎　列）
田尻絵美子（宝塚市）
豊原有美香（志　知）

10 月 17 日
10 月 22 日
10 月 22 日
11 月 １ 日
11 月 １ 日
11 月 １ 日
11 月 １ 日
11 月 １ 日
11 月 １ 日
11 月 １ 日
11 月 １ 日
11 月 ７ 日
11 月 ７ 日
11 月 11 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日
出口しまの
渡 辺　 重 市
田 辺　 禮 子
松坂　　寛
田村　　清
安井ふさを
谷　かる子
榎 本　 正 吉
下野和三郎
増 田　 慶 子
岡 本　 久 栄
柏 木　 三 男
小山　　明
髙川雄一郎
内 藤　 奈 穂
宮 本　 花 子
馬部日出美
若 林　 昭 夫
堀 井　 峰 子
石濵ますゑ
南　　久 男
坂 本　 春 子
登里あい子
垣 脇　 文 博
金 山　 重 夫
塚本サツキ
榎 本　 玉 子
細川たまゑ

志 知
市

松 帆
賀 集
北 阿 万
八 木
沼 島
阿 万
北 阿 万
松 帆
阿 万
阿 那 賀
北 阿 万
賀 集
広 田
福 良
松 帆
松 帆
松 帆
阿 万
賀 集
福 良
津 井
阿 万
北 阿 万
八 木
神 代
八 木

93
87
76
79
97
99
87
94
81
91
90
82
82
80
５
81
43
85
58
82
90
90
96
57
76
79
89
94

10 月 16 日
10 月 18 日
10 月 19 日
10 月 19 日
10 月 21 日
10 月 22 日
10 月 23 日
10 月 24 日
10 月 24 日
10 月 24 日
10 月 25 日
10 月 28 日
10 月 28 日
10 月 28 日
10 月 28 日
10 月 29 日
10 月 31 日
10 月 31 日
11 月 １ 日
11 月 ３ 日
11 月 ３ 日
11 月 ４ 日
11 月 ４ 日
11 月 ５ 日
11 月 ５ 日
11 月 ６ 日
11 月 ７ 日
11 月 ７ 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

田 口　 桜
さくらこ

子

川 野　 樹
い つ き

生

國 中　 杏
あ の ん

音

長 瀬　 愁
しゅうが

賀

松 山　 稀
き こ

虹

土 居　 航
こ う た

大

松 井　 怜
れ い か

香

島 田　 莉
り こ

子

中 尾　 実
み よ り

愛

繁 田　 千
ち ひ ろ

尋

江 本　 覇
は く

功

西 山　 徠
ら い き

生

道 上　　愛
あい

登 日　 京
きょうすけ

介

富 永琉
る き や

輝 哉

北 詰　 大
や ま と

和

落 合　 飛
ひ え い

叡

北 畑　 隆
た か と

仁

里 深　 花
か の ん

音

川 淵浩
こ う し ろ う

志 郎

奈 良　 隼
は や せ

志

平 川　 百
も も か

花

𠮷 田　 真
ま は ろ

悠

上 野日
ひ な こ

菜 子

倉本ゆづ葵
き

小 坂　 一
い ぶ き

颯

小 林　 由
ゆ ら

來

原　　 瑛
え い た

汰

伊 山まある

道 上　 結
ゆ め

愛

沖　 彪
こ た ろ う

太 朗

豊 原　 心
み さ き

咲

山 中　 蒼
そうすけ

介

港　　 修
し ゅ う

羽

仲 野　 碧
り く と

斗

奈 木　 絢
じゅんや

哉

山 野　 莉
り あ ん

杏

西 山　 乃
の あ

愛

岸本蓮
れんいちろう

一 朗

里 深　 優
ゆうしん

慎

畑 山　　 唯
ゆい

北 内　　 遼
りょう

竹 池　 采
さ ゆ

結

桝井ゆうな

女

男

女

男

女

男

女

女

女

女

男

男

女

男

男

男

男

男

女

男

男

女

男

女

女

男

女

男

女

女

男

女

男

男

男

男

女

女

男

男

女

男

女

女

穣

啓 太

勇 気

丈

勤

靖 幸

侯 乃 輔

裕 章

亮

善 裕

辰 典

裕 之

元 気

和 宏

将 基

成 美

和 貴

隆 幸

晋 也

敦 司

雄 規

慎 太 郎

功

忠 平

篤 史

武 史

秀 幸

護

真 司

浩 行

博 好

幹 樹

重 典

博 文

研 次

一 太

史 明

浩 二

栄 治

浩 之

弥 生

栄 介

耕 二

公 二

丹 波 市

湊

倭 文

松 帆

阿 万

北 阿 万

西 宮 市

北 阿 万

広 田

賀 集

阿 万

市

松 帆

神 代

神 代

千 葉 県

八 木

松 帆

榎 列

賀 集

広 田

志 知

倭 文

榎 列

阿 万

松 帆

広 田

志 知

松 帆

津 井

湊

八 木

潮 美 台

北 阿 万

榎 列

福 良

松 帆

北 阿 万

榎 列

榎 列

大 阪 府

志 知

洲 本 市

市

10 月 ４ 日

10 月 ９ 日

10 月 ９ 日

10 月 ９ 日

10 月 ９ 日

10 月 10 日

10 月 12 日

10 月 14 日

10 月 14 日

10 月 16 日

10 月 17 日

10 月 17 日

10 月 17 日

10 月 18 日

10 月 18 日

10 月 19 日

10 月 20 日

10 月 20 日

10 月 20 日

10 月 21 日

10 月 21 日

10 月 21 日

10 月 22 日

10 月 23 日

10 月 23 日

10 月 23 日

10 月 23 日

10 月 23 日

10 月 24 日

10 月 24 日

10 月 26 日

10 月 26 日

10 月 26 日

10 月 27 日

10 月 28 日

10 月 29 日

10 月 29 日

10 月 31 日

11 月 １ 日

11 月 １ 日

11 月 ２ 日

11 月 ４ 日

11 月 ４ 日

11 月 ９ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
登　 あ さ を
船越菜瑠美
德 田　 眞 治
淡路　　恒
芝　　金 子
島田トミヨ

津 井
倭 文
福 良
阿 万
福 良
北阿万

92
13
66
66
72
80

11 月 ９ 日
11 月 ９ 日
11 月 10 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日

氏名 年齢 地区 死亡日
原 田　 久 子
池田　　白
中 尾　 光 一
阿部あさゑ
井 上　 清 治
原 川　 弘 治

倭 文
志 知
阿那賀
阿 万
阿 万
阿 万

70
72
75
84
71
81

11 月 11 日
11 月 12 日
11 月 12 日
11 月 13 日
11 月 13 日
11 月 13 日 

死亡

　もうすぐ、クリスマス。サンタさんに会える
かな？楽しみですね。18日には子育て学習セ

ンターのクリスマス会があります。アンパンマンと仲間たちも
遊びに来る予定です。ぜひ、参加してくださいね。

◀
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
収
穫
体
験

  「
よ
〜
い
し
ょ
!!
」（
子
育
て
み
は
ら
）

広報 

　正解者の中から抽選で５人の方に、図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもっ

て発表にかえさせていただきます）

■応募方法（全回答必須）
　①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤

広報または南あわじ市に対するご意見・ご感想を

お書きの上、情報課までご応募ください。

■応募〆切　12月10日（木）※消印有効

〒 656-0472　南あわじ市市善光寺 18-27

南あわじ市役所情報課広報クイズ係　宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　灘黒岩水仙郷では、毎

年12月下旬～２月中旬にかけて、500万本の水

仙が咲き誇ります。さて、同水仙郷で最も数多く咲く

「○○水仙」は、雪の中でもいち早く咲き春の訪れ

を告げることから、別名「雪
せっ

中
ちゅう

花
か

」とも呼ばれてい

　広報クイズ

　平成 19年度から、段

階的に実施校を増やして

きた小学校３年生対象

の「環境体験学習」を今

年から全校で行っていま

す。環境体験学習は、人

間形成の基礎が培われる

環境体験事業、全小学校で実施

◀昨年は２月22
日まで開園してい
ました

　　子育て学習センター、9：00～ 13：00
みどり ☎44-3008 せいだん ☎37-3028

みはら ☎42-7703 なんだん ☎50-3048

　もうすぐ、クリスマス。サンタさんに会える

子育て広場

※
11
月
号
の
正
解
は
「
し
お
」。
45
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

●ふれあいひろば（自由遊びの広場、申込不要）
センター 12月の開催日 場所 時間
せいだん 5・8・10・15・22 西淡保健センター  9:30

～
11:30

みはら 3・8・10・15・22 働く婦人の家
みどり 2・9・11・12・16 緑保健福祉センター
なんだん 4・11・14・21 南淡公民館
※12日のみどりのふれあいひろばは、倭文保育園

●年齢別ふれあいひろば（9:30 ～ 11:30）
ひろば名 対象 開催日 場所
ひよこ １歳の誕生日まで 21日 緑保健福祉センター
りす １歳～２歳の誕生日まで 11日 西淡保健センター
うさぎ ２歳～３歳の誕生日まで 11日 働く婦人の家
ぞう ３歳から幼・保入園まで 16日 南淡公民館

問学校教育課☎ 37-3018

●催し 事前にお申し込みください
行事名 内容 行事名 内容

①折り紙
で遊ぼう

２日、10：30～、働く
婦人の家、50円、１日
締切

⑤グラタ
ンパイを
作ろう！

15日、10:00～、緑市
民センター、500円、先
着10組、９日締切

②体育館
で遊ぼう

３日、10：30～、松帆
活性化センター、上靴
持参

⑥クリス
マス会準
備会※ク
リスマス会

参加の方は

必ず参加

４日＝働く婦人の家、８日＝
南淡公民館、14日＝西淡保
健センター・緑保健福祉セ
ンター、10：30～、のり・は
さみ・お手拭・子どもの写真
（3.5～5㎝位）持参、４日締切

③クリス
マスケー
キ

４日、10：00～、西淡
保健センター、500円、
先着12組、３日締切

④クリス
マス料理

９日、10：00～、南淡
公民館、300円、先着
18組、４日締切

⑦クリス
マス会

18日、10：30～、西淡
公民館、子ども300円、
先着140組、４日締切

☞お申し込み先＝⑤みどり、②・③せいだん、①みはら、
　　　　　　　　④なんだん、⑥・⑦各センター

（左）水辺体験、灘小学校
（上）里山体験、辰美小学校

12月下旬に
開園予定！

時期に、命の営みやつながり、命の大切さを地域の自

然とふれあう中から学ぶことを目的としています。各

小学校では、地域の野山や水辺へ出かけての自然観察

や農業体験等に、地域の方や専門家の協力を得ながら

取り組んでいます。子どもたちは、様々な体験を通じ

て、自分の住む地域のすばらしさも再発見しているよ

うです。

▲農業体験、市小学校

平成21年11月
15日までの受
付分 （敬称略）
※この欄への掲載を
希望する人は、届け
出のときに窓口へお
申し出ください

ます。○○に

当てはまる漢

字２文字は？

（ヒント：８頁）



南淡路ロータリークラブＡＥＤを寄贈
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）
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文
化
の
秋
、日
頃
の
活
動
成
果
を
発
表

広報 

　南淡路ロータリークラブ（村上雅信会長）が11月４

日、社会奉仕の一環でＡＥＤ（自動体外式除細動器）を福

良小学校に寄贈しました。

　村上会長は、「子どもたちには、安心して学校生活を

送ってもらいたい。有効に使ってください」と話し、受け

取った松本正也校長は、「玄関に設置し、万が一のときに

備えたい。大事にさせていただきます」と話していました。

観
光
ガ
イ
ド
な
ら
、『
国
生
み
の
里
』へ
！

南
淡
路
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
表
彰
式

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」作
文
コ
ン
テ
ス
ト

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
く
ら
苑
」

元
気
い
っ
ぱ
い
、お
な
か
い
っ
ぱ
い 

な
か
よ
し
運
動
会

▲「一人ひとりが障害者と自然に接すること
ができる社会に」と元気に発表する東さん

お
の
こ
ろ
島
神
社

に
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
種

目
を
中
心
に
た
く
さ
ん
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
園
児
た
ち
は
可
愛
い
遊

戯
を
披
露
し
、
会
場
は
た
く
さ
ん

の
拍
手
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
楽

し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

お
昼
ご
は
ん
は
市
消
費
者
協
会

よ
り
、
お
に
ぎ
り
弁
当
を
用
意
し

て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
ほ
お
ば

り
ま
し
た
。

市
内
各
地
で
文
化
祭
を
開
催

地域医療10年を顧みて大鐘院長、久留米大学で講演
　阿那賀診療所の大鐘稔彦院長が11月１日、福岡県の久留米大学

医学部主催の学園祭に招かれ、講演を行いました。

　講演では、専門医からプライマリ・ケア医（総合医）に転じて10年

余になる経験から、プライマリ・ケア医の使命や問題点などを２時間

にわたって熱く語りました。大鐘院長は、「地域医療に携わる医師不足

が全国的な問題となっている昨今、私のやってきたことが問題解決の

一つの糸口になれば嬉しい」と話しています。

　

多
く
の
観
光
客
に
、南
あ
わ
じ

市
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
、

こ
の
ほ
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

観
光
ガ
イ
ド
グ
ル
ー
プ『
国
生
み

の
里
』が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
場

所
は
、お
の
こ
ろ
島
神
社
だ
け
で

す
が
、研
修
等
を
行
い
、案
内
で
き

る
場
所
を
増
や
す
計
画
を
し
て
い

ま
す
。11
月
５
日
、小
野
市
か
ら
来

た
観
光
客
14
人
に
ガ
イ
ド
を
行
っ

た
山
崎
さ
ん
は
、「
ガ
イ
ド
を
し

て
、
色
々

な
こ
と
を

知
っ
て
も

ら
い
、
あ

り
が
と

う
と
言

わ
れ
る
と

（上）剣詩舞の演
技。扇を持ち、詩吟
に合わせて舞います
（右）琴の演奏。雅
な音色で観客を魅
了しました

▲ガイドをしてもらった女性は「自分では分から
ないことも、よく説明してもらって、来た甲斐が
あった」と話していました

▲アトラクションには、賀集出身の中田丈次さんによるマリンバ
と辻村ゆずさんのピアノの演奏が行われました

　

11
月
14
日
、「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」を
テ
ー
マ
に
募
集
し
て
い

た
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の

後
、受
賞
者
に
よ
る
作
文
発
表
が

　

文
化
・
芸
能
活
動
に
取
り
組
む

団
体
・
個
人
の
発
表
の
場
を
つ
く

ろ
う
と
、
10
月
下
旬
か
ら
市
内
の

公
民
館
で
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

　

さ
く
ら
苑
の
入
所
者
が
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
恒
例
の
行
事

「
な
か
よ
し
運
動
会
」
が
、
10
月

21
日
に
ち
ど
り
保
育
所
の
園
児
た

ち
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
会
は
健
康
づ
く
り
を

目
的
に
実
施
。
南
あ
わ
じ
市
で
考

え
ら
れ
た
お
達
者
音
頭
や
、
阿
波

お
ど
り
の
動
き
を
取
り
入
れ
た
阿

波
お
ど
り
振
興
協
会
に
よ
る
阿
波

お
ど
り
体
操
な
ど
、
誰
で
も
簡
単

▲みんなで元気に阿波おどり体操を踊りました

し
た
。

　

参
加
者

は
展
示
部

門
、
芸
能

部
門
と
も

に
、
日
ご

ろ
の
活
動

の
成
果
を

余
す
こ
と

▲ちょぼ汁とちらし寿司づくり。食堂は満席
ですが、忙しさの中にも笑みがこぼれます

な
く
発
揮
。
来
場
者
に
感
動
を
与

え
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、
三
原
総
合
文
化
祭

の
展
示
会
場
に
訪
れ
た
人
は
、「
素

晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
。
市
内
に

芸
術
家
が
こ
ん
な
に
い
る
ん
で
す

ね
。他
の
会
場
も
見
る
予
定
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

嬉
し
い
」と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

※
ガ
イ
ド
の
申
込
は
、
南
あ
わ
じ

市
観
光
協
会
☎
52
・
２
３
３
６

▲小野市からの14人の観
光客に国生み神話を説明

▲贈呈式で、村上会長（左）からＡＥ
Ｄを受け取る松本校長（右）
  ＡＥＤの使い方を学ぶPTAと教職員▶

▲へき地の医師不足は全国的な問題だが、なぜへき地に
医師が居つかないのかを自身の経験をもとに指摘した

　

秋
の
叙
勲
で
11
月
３
日
、平

野
利
次
さ
ん（
福
良
）が
旭
日

双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
野
さ
ん
は
、昭
和
50
年
か

ら
旧
南
淡
町
議
会
議
員
と
し

て
、６
期
24
年
に
わ
た
り
、地
域

産
業
や
福
祉
、教
育
・
文
化
の
振

興
な
ど
、地
方
自
治
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、町
議
会
議
長
や
兵
庫
県
町

議
会
議
長
会
会
長
な
ど
も
務

め
ら
れ
、議
会
運
営
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。

　

自
治
会
活
動
に
功
労
の
あ
っ

た
人
に
贈
ら
れ
る
県
自
治
賞

な
ど
の
表
彰
式
が
11
月
11
日
、

兵
庫
県
連
合
自
治
大
会（
豊
岡

市
）で
行
わ
れ
、次
の
方
々
が
受

お
め
で
と
う

賞
さ
れ
ま
し
た
。

◆
兵
庫
県
自
治
賞

村
野　

保や
す

司し

さ
ん（
福
良
）

森　
　
　

丞
す
す
む

さ
ん（
福
良
）

◆
兵
庫
県
連
合
自
治
会
会
長
表
彰

佐
藤　

正
昌
さ
ん（
広
田
）

池
上　

睦
男
さ
ん（
賀
集
）

　

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
優
秀
な
成

果
を
残
し
た
公
立
学
校
の
生
徒

に
、兵
庫
県
教
育
委
員
会
か
ら

贈
ら
れ
る「
ゆ
ず
り
は
賞
」を
南

あ
わ
じ
市
か
ら
次
の
２
人
が
受

賞
し
ま
し
た
。

福
田
千
奈
美
さ
ん（
淡
路
三
原
高
）

杉
本
佳
奈
美
さ
ん（
淡
路
三
原
高
）

◆
兵
庫
県
知
事
感
謝
状

社
家　
　

薫
さ
ん
（
市
）

◆
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
連
合 

　

会
会
長
感
謝
状

不
動　
　

伸
お
さ
む

さ
ん（
広
田
）

田
中　

誠
次
さ
ん（
阿
那
賀
）

柏
木　

米め

里り

さ
ん（
倭
文
）

東
良　
　

弘
さ
ん（
八
木
）

東　
　

敬
輔
さ
ん（
神
代
）

瀧
川　

昌
弘
さ
ん（
賀
集
）

辻　
　

隆
弘
さ
ん（
賀
集
）

北
野　

雅
幸
さ
ん（
福
良
）

龍
本　

大だ
い

淳じ
ゅ
ん

さ
ん（
沼
島
）

旭
日
双
光
章

　

平
野
利
次
さ
ん
（
福
良
）

自
治
会
活
動
功
労
者

に
表
彰

▲平野利次さん

ゆ
ず
り
は
賞

▲盆栽展に訪れた人。小さな器に表現された
出品者の技術に見入ります

補
導
活
動
で
感
謝
状

行
わ
れ
、小
中
学
生
の
力
強
い
、自

分
の
思
い
や
夢
の
詰
ま
っ
た
作
文

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、小
中
学
生
合
わ
せ

て
18
点
。小
学
校
の
部
最
優
秀
賞
、

東
晴
香
さ
ん（
賀
集
小
）の「
笑
顔
あ

ふ
れ
る
社
会
へ
」は
、兵
庫
県
保
護

司
会
連
合
会
会
長
賞
に
選
ば
れ
、中

央
大
会
に
推
薦
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
の
最
後
に
は
、マ
リ
ン
バ

と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
が
行
わ
れ
、心
地

良
い
音
色
に
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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江
戸
期
の
湊
浦
に
当
た
る
。

三
原
川
河
口
左
岸
に
位
置
し
、

播
磨
灘
に
面
し
、
古
代
か
ら
中

世
に
か
け
て
国
府
津
、
す
な
わ

ち
淡
路
国
府
の
外
港
で
あ
っ

た
。
も
と
南
接
す
る
湊
里
村
と

合
わ
せ
て
湊
村
と
称
し
、
そ
の

浦う
ら

分ぶ
ん

に
当
た
る
。
近
世
か
ら
近

代
に
か
け
て
は
淡
路
島
西
海
岸

最
大
の
港
で
あ
っ
た
。
延
喜
式

内
小
社
湊
口
神
社
の
古こ

蹟せ
き

地
、

「
湊
字
荒
神
の
本
」
の
台
地
の

上
に
沖
の
荒
神
社
が
あ
り
、
そ

の
付
近
に
「
湊
口
」
と
い
う
小

字
名
が
あ
る
。
平
安
期
の
「
橘

為
仲
朝あ

臣そ
ん

集
」
に
「
み
は
ら
の

み
な
と
」
と
見
え
る
。
中
世
に

お
い
て
は
、「
三
原
」あ
る
い
は
、

「
三
原
の
湊
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。「
淡
路
国
大
田
文
」
に
は

西
神
代
郷
の
う
ち
と
し
て
「
湊

村 

薬
師
堂
一
所
」と
あ
る
。「
兵

庫
北
関
入
船
納
帳
」に
あ
る「
三

原
」
は
、
備
後
三
原
と
混
同
さ

れ
や
す
い
が
、
若
干
を
除
き
大

部
分
は
、淡
路
の
三
原
で
あ
る
。

　

江
戸
期
に
は
「
水み
な
と門
」
と
も

書
か
れ
た
。
今
は
、
水す

い

門も
ん

橋
と

音
読
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
み

な
と
」
は
船
着
き
場
と
い
う
意

味
で
あ
る
が
、
港
は
水
、
湊
は

陸
で
あ
る
。
湊
は
、
物
の
集
ま

る
所
の
意
も
あ
る
。
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
小
字
に
登
立
、
三
軒

屋
、
平
石
な
ど
が
あ
る
。

第
７
編　

各
説　

地
名
の
改
変

三
原
郡
の
大
字
名
と
冠
称
の
由
来

か
ら
抜
粋

広報 

地
名
の
由
来 

そ
の
６　

『続三原郡史』湊 

（
み
な
と
）

郡
史
の
拾
い
読
み　

知
っ
て
お
き
た
い
・
・
・港

は
水
、湊
は
陸

版
市
内
書
店
に
て
好
評
販
売
中
！

　
　
　
　
　
　
『
続
三
原
郡
史
』

問
編
纂
事
務
局

　

市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

約
３
０
０
０
人
の
人
名
掲
載
！

（
旧
町
歴
代
町
議
会
議
員
、
農

業
委
員
、
各
種
行
政
委
員
等
）

　厄除けとして知られる「さるぼぼ」と人形遣いの「黒子

ちゃん」が合体して可愛いストラップができました。一つ

ひとつ手縫いで大人気！

★年内に、淡路人形をリア

ルにデザインしたオリジ

ナルTシャツも発売予定！

問淡路人形座☎52-0260

◆コ ー ス 　南淡路うずしおライン

　　　　　   ※スタート・ゴールは福良小学校

◆種　  目　 ハーフマラソン、10km、5km、2km

　　　　　   陸連登録者、性別、年齢等で部門分け

　　　　　   ファミリーの部（子ども３歳以上）もあり

◆参 加 費　 一般3,000円、高校生以下2,000円

　　　　　   ファミリー3,000円（2人目から1,000円）

　　　　　   記念品、傷害保険料を含む

◆申 　 込　 総合窓口センター、出張所等に備付けの申込用紙

　　　　　　に必要事項を記入の上、参加費を添えて郵便局ま

                 たは大会事務局へ※１月15日(金)まで

問《申込に関すること》

　大会事務局エントリーセンター☎0794-70-8200

　《大会に関すること》

　大会事務局☎53-1212（市役所西淡庁舎３階委員会室）

　 　　　　　　 ☎37-3020（生涯学習文化振興課）

※雨天決行※雨天決行

日

第29回淡路島

／２

第
10
回
淡
路
人
形
座
素
浄
瑠
璃
勉
強
会

若
葉
会

○日　時　12月20日（日）

　　　　　13:30開演（13:00開場）

○場　所　三原公民館

○入場料　1,200円（前売1,000円）

問淡路人形座☎52-0260

人形座のオリジナル商品完成！

★年内に、淡路人形をリア

ルにデザインしたオリジ

ナルTシャツも発売予定！

問淡路人形座☎52-0260

うずしおマラソン全国大会

申込締切
12月５日（土）
申込締切
12月５日（土）

21

ランニングフェスティバル※雨天決行
▽日時　１月17日（日）午前８時～受付
▽場所　イングランドの丘近接コース
問市体育協会事務局☎42-5630

　

若
葉
会
は
こ
れ
ま
で「
素
浄
瑠
璃（
人
形
な
し
の
舞
台
）」

の
発
表
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、今
回
は「
だ
ん
じ
り
唄（
淡

路
だ
ん
じ
り
唄
振
興
会
）」と
人
形
芝
居（
火
の
見
櫓
の
段
）

も
加
わ
り
ま
す
。

　
「
浄
瑠
璃
く
ず
し
」と
呼
ば
れ
る「
だ
ん
じ
り
唄
」と「
浄

瑠
璃
」の
聞
き
く
ら
べ
、演
目
は「
小
桜
責
め
」で
有
名
な

「
源
平
布
引
滝
」。太
棹
三
味
線
で
琵
琶
の
音
色
を
表
現
す

る
特
殊
な
技
法
も
あ
り
、聞
き
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

　

ま
た
メ
ン
バ
ー
総
出
演
に
よ
る
太
棹
三
味
線
の
ツ
レ
弾

き
な
ど
、迫
力
あ
る
舞
台
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

き
な
ど
、迫
力
あ
る
舞
台
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

き
な
ど
、迫
力
あ
る
舞
台
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

き
な
ど
、迫
力
あ
る
舞
台
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。


